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○質問者まず、テレビ会議の内容、これは3月12日の22時50…。

○回答者．3月12日の22時ですから、1号機のことですね。

○質問者これを見てみると、補正して22時59分からで､録音が録られているときも、
録られていないときもあるんですけれども、残っているところで、主に意思決定に関わる

ようなところ。関わるようなところというのは、特に、それによって意思決定が左右され

たところもあれば、そうでない部分もあって、とにかく、所長がある重要な局面の中で何

か判断をされるときになされた会話とか、その辺を中心にしてピックアップをさせてもら

っているんですね｡､それを順に見ていただいて、記憶の喚起を込めてですね。

まず最初が、3月13日の未明ぐらいの出来事で、HPCIが18日の2時42分に8号機

が停止をしま.した。その後、3時50分とかぐらいになっていて、DDFPを入れようにも、

当時、原子炉圧力が4.1MPaぐらいになっていて、ちょっと入らないなというような状況

のころの話で、ここを抜粋した趣旨は、要するに、HPCI顔停止して、DDFPを入れると

いうようなタイミングのことだとか、あと、DDFPはどれぐらいだったら入るんではない

かとか､消防車のポンプだったらどうな〃だろうとい･うような議論をこのころずっとされ
ている記録が残っているんで、その辺を見ていただいて、そのころの状況を思い出してい

ただきたいと思います｡‘では、お願いします。、

（録画部分）

「これから、ちょっと変わったことがあったんで連絡しますけれども、3号機」

.｢はい、3号機」

「HPCIが2時44分に一旦停止しましたj・

「2時44分、一旦停止、はいj.

「炉圧が低いんで、RCICは運転しないで、そのときは炉圧低かつたんで､.DDの消火ポ

ンプを起動しまして､・これで注水しようとしました。しかし、この時点でDDの消火ポン

プは0;61MPaぐらいしかな．くて、入･りませんでした。3時44分ちよいぐらいのデータを

見ると、炉庄が､HPCIが停止した後で、その前は0.7メガぐらいのものが4.1メガまで、

5倍以上上がっているんですよ。7キロから41キロ｡とれを超えられると、どういうあ．

れなのか、今、確認していますけれども、炉圧が上がっていると。それで、今、もう一度

HPCIが回らないかとか、代替の注水手段を確認しているところなんですけれども、ちょ

っと3号はトランジェントな状態なので」

「はい、わかりました。了解です」

○．次のところも続けていいですね。

○質問者いいですよ、そのまま。

(録画部分）
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「保安班から、今朝方までのモニタリングポストのデータについて情報を共有しておきま

す。MPの8番付近におります(''･)のデータで、4'5"Sv/h，2時50分です。正

門、2時50分で3,14"Sv/hでず。変化はございません。正門でのダストですが、1時

45分～2時05分で確認をして媚りますが、ダストで6.4一6ベクレル／㎡・希ガス、ヨウ

素関係では検出限界以下です。MP4におきましては、3時08分で89,6"Sv/hという

ことで、ここについても犬きな変化は見られておりません。以上です」

○質問者次も入れてしまっていいですよ。

○はい。3分ぐらいだと思います。

○質問者これは3時59分でまね｡、

（録画部分）

「これは何に使おうとしているんだつけ。3号機の電源をそこで何かつけるの。電源のと
ころでつけるの」

「DDFPは3号も生きていて、その突出圧が5キロ、6キロなんですよ。それに対して、

消防のポンプは10キロ以上あるんで、炉圧か下がってきたときに、電源低いよりも容量

が高い圧力で、高い容量の給水が（。。．）」

「それぞれのラインに消火ポンプを入れてしまうわけではないだろう。悪いけれども、大

至急､畑さんと調べてくれないかな」

○質問者一旦止めますけれども、今、3時50分台の､8時52分ぐらいから4時前ぐら

いまでの間､ーさんの話のところ寵で､’0分ぐらいの間に､途中ちょっと保安班の
情報が入りますけれども、ここで言われているのが、要するに、HPOIが停止した後に､、
炉圧との関係でDDFP入りませんでしたと｡DDFPというのは､最後の方で僻"､淵ん
がおっしゃっているところが、突出圧が5キロ、6キロなんですよみたいな話があって、

要するに、DDFPというのは、0,5メガ、0.6メガぐらいの吐出圧しかないということは、
炉圧がそのぐらいまであると､もう入らないという状況になりますね6その辺との関係で、
DDFPはもともと生きていたということであれば、その前の段階で、ぐ－つと上がるより

も前の段階で、入れようとしていたことというのはないんですか、現場の方で。

○回答者DDの件は、前も申しましたように、起動しておいて、要するに、圧力バラン
スが勝てば入るわけです｡勝たなければ入らない｡単純にシステム構造､それだけなんで、
起動さえしておけば、チェッキ弁の圧力バランスだけですから、ここのタイミングは頭の

中ですっかり忘れているんですけれども、運転側が、一部の者でしたけれども、DDを希
望したらいつでも、圧力バランスをあれしたら入れるように準備をしていたんです。それ

が、結局、入っていないと。炉圧が下がってもですね。そういう話になったと思うんです
ね｡ですから､0.8になったから､そこで起動させて入れたというよりも､その前から準
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備はしておって、圧力バランスは結局、負けているんで、入りませんでしたという説明を

霞職調函しているところです。
○質問者DDFPで吐出圧というのは､どの段階なんですか。ポンプの辺りのところ。

○回答者そうです。ポンプの（、‘。）

○質問者そうすると、例えば、そこからまた炉のところに行くまでに圧が下がる可能性
はあるんですか。

○回答者ですから、チェッキ弁があるわけですね。こっちの圧が高ければ、こっち側の

圧が高い方から入るし､こつちが高いときはこっちに戻さない、止めてしまうという、こ

ういうバルブですから。：

○質問者私の素人の考えで、これはどういう状況なんですか。計測する、DDFPの性能

を言うときの吐出圧が5キロ、6キロというのは、炉に入る段階での圧が、そこが今回、

6ということですか。

○回答者そうです。DDのものは別に圧力計がついているわけではないんです。ですか

ら、通常のポンプ性能から言うと、実際、吐出圧はそれぐらいで、チェッキ弁の取り合い

のところで､流れがなければ圧が込もっていますから、同じ圧力なんです。流れが出た途

端に最大圧損分が出てきますから、そこのバランスが出てくるんですけれども、いずれに

しても､チェッキ弁のここのポイントで､どっちの圧力が高いかというだけの話ですから。
ポンプそのものの吐出圧と言っているのは、ここはどうかわか･りません。圧力計もあるわ

けではないですから。ただし、DDの.ポンプそのものの吐出圧がせいぜい5キロ、6キロ

ぐらいですから、成り行きなんですよ．ここの圧力バランスについては。

○質問者そうすると、このDDFPというのは、水源からの水量もそうだし、吐出圧の点

においてもそうなので、所長としては、この前からおっしゃっているけれども、そんなに

信頼を置いていなかったというのば、これで勝負をかけるのはなかなか厳しいだろうと。

○回答者．厳しい。

○質問者実際、最後の方の流れを見ると、この状況ば7キロから41'キロに炉圧が上が

ってきていて､どう厩謬『蝋剰さんの話だと、消防のポンプが10キロ以上あるんではな

いかというような部分もあって､.そうであれば、そちらの方で切り替えてやっていけば、

あるいは減圧操作していけば入るのではないかというところで、消防とかを監督してい･る

函■さんに調べてくれないかというような、このころの話になっているということなん
ですね。

○回答者そうです。

○質問者その次が､それから･40分ぐらいたった5時44分ころのお話で､このころから、

消火栓と.か摘火ポンプとか、注水の関係の話で、海水を入れるとか1淡水にするとかいう

話がこれからずっと続いていくんですけれども、これを聞いていただきますので、まず、
6時44分からのものをお願いいたします。
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（録画部分）

「要は、でっかい消火栓のタンクが全部空で、2～8立米のものしか残っていないんです

よ。海水からタンクいっぱい来ているんですけれど.も、どうします」

「もう海水入れてしまうしかないでしよ．う」

○回答者これI§鰯ですね。
○質問者N騒さんですか｡止めてもらっていいですか｡醗鰯蜜さんは吉田所長の隣に
座っておられたんですね。これは、消火栓とか消火ポンプは間に合うんだけれども、水源

が、「でっかい消火栓のタンクカミ空で」という、この「でっかい消火栓のタンク」という

のは。

○回答者これは多分、防火水糟のことを言っているんだと思うんです。

○質問者：ろ過水タンクではなくて、防火水槽。

○回答者はい。

○質問者それがもう2～30分しかないと。水がないんだったら、もう海水入れるしか

ないだろうというようなところになったんですね｡、

○回答者はい。

○質問者これは8号機への注水の関係をずっと話している場面ですね。

○回答者はい。

○質問者では、ちょっと話が飛んで、3月18日の6時14分と手書きで書いてあるとこ

ろ、05のところですね。

(録画部分）

｢今、言っているのは、各到達は、今、予想では5時30分と言っているんだけれども、

8号機は到達しているんですかという質問なんだけれども」

○質問者この後ですね。この次が大体、6時48分とか、そのころからですね。

（ 録画部分）‘．

「吉田さん｡・ドライウェル圧力を今の状況でもう一度見直して、引き続きベントの時間の

再評価します」

｢緊急です｡緊急割り込み｡■■I君､雷電君｡吉田所長､吉田所長､聞こえますか」「吉
田さん。吉田所長」

「はい、吉田です」

「首相官邸から電話かかっているんで、電話転送しますんで」

「はい。どこに」

「吉田さんのピッチに」
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｢内線の寵肇にお願いします｡|霧蕊譲蕊霞蕊'よ｡|蕊篝謹蕊蕊翻‘
「サイトさん、通話つながりましたか。サイトさん、今、本店ですけれども、今、保安院
の緊対室からなんですけれ･ども、ラプチャーに、いいですか」

「はい、どうぞ」

I.ラプチヤーに頼ると､ベン卜するのが遅れて､かなり燃料損傷のベントにどんどんなっ

てしまうので、今からもうラプチヤーを破いておいてバルブ開けるということは、今、対

応可能ですか」

；ノ

○回答者ばかな質問だね、これは本当に。技術わかっていない、このばかが。

○質問者この破るというのは可能なんですか。

○回答者できませんよ、こんなの、外から。ばかじゃないか。

（録画部分）‐

｢済みません､今､AO弁を開けるために鋭意努力しています｡あと30分ぐらいだと思い
ます」

「早くペン卜したって、燃料壊れる量に変わりはないよ」．､

｢技術班からです｡現在のドライウェル圧力の推移から、最高使用圧力と限界圧力を、最
高仕様圧力は7時50分、限界圧力は13時30分の予定です。非常に上昇速度が早い状況
です」

「済みません､もう一度確認させていただきますと、1F-3の最高使用圧の到達が8時
半から7時50分に変更ということでよろしいですか」

「7時50分に変更でOKです。1F.-3の最高使用圧力の到達」．

「もう一度確認でまけれども、BOVの最高使用圧が7時50分、限界が18時30分という
ことでよろしいでしょうが｣

「結構です」

「ベントの外に行かれるのは、あと80分ぐらいかかるとし､うことでよろしいですかね」

｢聞こえない｡何と言っているの｣

「80分ぐらいということで結構です」

｢了解｣

「官邸から、海水を使うと.いう判断をするのは早過ぎるんではないかというコメントが来
ました。海水使うということは、もう廃炉にするというようなことにつながるだろうと、

こういう話で、極力、ろ過水なり真水を使うことを考えて‘くれと」

「指示に従って、ろ過水だけで入れられるところからということで、休憩を取りまして、
それで順次行きます」

○質問者ここで一回止めておきますね。今、注水とベントがまさに入り乱れているよう､
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な状況で､相当､状況としては緊急を要しているという状況がよくわかるんですけれども、

最後のところまで、しばらく本店とのやりとりが､題日さんがやられていて､画面を見て
いると、一番右側の分割画面の左手の方に所長が映っておられて、その間ずっと電話され

ていましたね。生ず、だれからの電話でしたか。

○回答者多分､まず最初､園鬮
○質問者東電の。

○回答者ええ｡官邸にいて､官邸から本店に電話がかかってきて､剛に転送するとい

う形になったんです｡実際､匿灘と話をした後､私､記憶が本当に欠落していて､欄か
らそう指示があったというよりも、だれかに代わったんですよ。代わった相手が今も記憶

にないんです。

○質問者それは東電の人でしたか。

○回答者ロ■菌から武黒に代わったのかと思うんですけれども、この時点で細野さんとの

ホットラインはできていなかったと思うんです。

○質問者細野さんはいつぐらいからで蛍か。

○回答者これも記憶がもう、これは18日ですよね。

○質問者では、遅くともどのぐらいまでには。

○回答者18日に3号機が爆発しますね｡この時点では連絡をしてくれという話が向こう

からあ.った記憶がある。で､連絡したんです。3号機が爆発したときに直接ですね｡勿論、

テレビ会議でも発話しましたけれども、直接官邸に電話して、細野さんに電話して、今、

爆発しましたという情報を入れたんです。ですから、そこは覚えているんです。

○質問者それよりも前に細野さんに電話したこととか、あるいはかかってきたと。

○回答者かかってきたんです｡要するに、1号が爆発したときに、情報が全然官邸に流

れない。遅かった。東電並びに保安院からですねb2時間ぐらいかかってしまって、プレ

スする前にNHKの爆発の画面が出てしまって、非常に情報の流れが悪い.と。現場の状況

を適宜確認するために電話をしてほしいというのと､こつち側にどうやって連絡すればい

いんだという話が、これも官邸対応している東電の人間がつながわてきて、その電話を代

わり代わりした中で、細野さんが出てきて、細野です、これからそういう形で、現場で何

かあればこちらの電話にということで、細野さんの携帯の電話番号を教えられて、それか

ら、秘書官の人の電話番号を教えられて、ここに電話してくださいと。それから、こちら

から用事があるときはどうすればいいんですかとおっしゃったんですけれども、こちらは

携帯だとかはダイレクトにつながりません｡ですからイうちの本店を経由するなり、官邸
の人間に聞いてこちらにつないでもらえるようにしてくださいと言った記憶があるんです。

だから、この前にそれがあったかどうか、この後でそういう話になったのか、この前だっ

たのか、ち･ょつと記憶が定かでない。

○質問者それは12日の1号機の水素爆発後。．

○回答者後です。それは間違いないです。水素爆発後であることは間違いなくて、3号
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機の水素爆発の前であることも間違いないです。そのタイミングで官邸とホットラインを

つくりましょうという話があったんですね。．．

○質問者．ちなみに、今、秘書官と出てき．たのは、何ていう方か覚えていますか。

○回答者そのときの秘書官は、その後もかかってきたのは何と言ったかな。

○質問者それは細野さんの秘書ですね｡．．

○回答者細野さんの秘書官。

○質問者総理秘書官ではなくて。

○回答者そうではないです。結局、細野さんが全部つなぎをするからということで｡･途

中で秘書官が随分増えたから。結局、秘書官に電話して、とにかくここは私も．頭の中で、

忘れたいのかどうかわからないんですけれども､ほとんど残っていないんですよ､記憶で。

ナイトウさんかな。「ナイトウの補佐官、秘書官」と書いてあるから。補佐官のときの秘

書官ですから、ナイトウさんかな。

○質問者では、このときは武黒さんは官邸に、こ･の時期は詰められているんですか。

○回答者出ていたと思います。

○質問者武黒さんか、あとは､あるとしたら、可能性、選択肢としては、細野さんとい
う場合もあり得るんですか。､

○回答者あり得ると思うんです。だけれども、細野さんと海水を入れる、入れないの、

真水か、あれかという話をしたことがない。記憶にはやはりないんですよ。細野さんとの

会話を思い出すとですね。‘､

○質問者では､,ほかの、それ以外の、例えば侭この辺だと、話の内容からして、廃炉だ

云々 という話になると、原子力安全委員会の人とか、そういうような人の可能性はありま
＄■

すか。

○回答者ないですね。

○質問者,それはないんですね。

○回答者そのときのいろんなパターンがあったんですけれども､細野さんにこちらから

電話すると、細野さんが首相のわきにいて、安全委員長がいたりするようなところにもか
かるときもありますし、細野さんが一人のところにかかることもあるというような状況だ

ったんで、このときがどういう状況だっ.たか･ここからはかけていませんから、向こうか

ら回ってきたんで､多分､官邸で武黒が携帯使えない、どこにいたか､私はわからないん
ですけれども、まずは■■か武黒だと思うんですけれども、電話取っていたとは思うんで
すよ。そこからだれかに回したか、武黒からの指示だったかは本当に記憶がないです。

○質問者では､■■さんから代わった人がいるわけですね＆
『○回答者多分､■■はつなぎしかできませんので､海水から真水にしるとか､そういう
ことは彼の口からは多分なくて、言えるとすると、うちの派遣者で言うと武黒からの指示
になりますし、そうでないとすると、可能性としては細野さんがおっしゃったかぐらいし

かないんです｡そのときには安全委員会の方と話をした記憶だけはないですから｡だから、
､
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二者を択一すると、まだそのとき､､武黒だったのかなという。

○質問者の方が記憶は強いという形。保安院とか、そういう可能性は｡・

○回答者ないです。保安院の人とは電話はしていなかった。

○質問者直接はした記憶はないんですか。

○回答者ち･ェつと待ってくださいねd一回、安井さんが電話に登場していた記憶はちょ

こつとあるんですよ。安井さんが出てきたタイミングがここだったかどうかは記憶力淀か

でない｡私の記憶で､官邸としゃべったのは、ジャッジに係る部分は武黒で寸・それから、

報告だとか、官邸の状況で、これはどうなんだという質問に関しては、細野さんと、細野

さんが電話を杙わって菅首相が出てきたというのもあります。ちょっと待ってください、

菅がお話がありますからということで、菅さんが出て、一回だけ枝野さんが出てきたよう

な記憶があります。それ以外で、それは2号機のもうちょっと後ですけれども、2号機の

減圧注入のときにもろに出てきますけれどもく斑目先生が来たというのがありまず。それ

で、中に安井さんが一回ぐらい登場した.ような記憶はあるんですが、それはここかどうか

がわから'ない。

○質問者では､､何を話したかも余り記憶がない｡．

○回答者.､記憶がない。．

○質問者枝野さんは。

○回答者枝野さんの話は、ここではなかったです。何か知らないけれども、何か聞いて

きたんですよ。細野さん経由で、枝野さんがちょっと質問があるんでと言って。大した話

ではなくて、現場の状況で、こういうことでいいんですかみたいな、多分、プレスをされ

る前に､ちょっと現場の確認というので電話をかけてこられたような話なんで､要するに、

こうしろ、あ･あしろという指示ではなくて。

○質問者事実確認。

○回答者事実確認の電話が’回あfったような気がする。

○質問者菅さんは。

○回答者菅さんはどっちかというと質問です。水素爆発ぼどういうメカニズムで起こる

んだということとか、それは水蒸気爆発と違うのかとかいうような御質問をなさっていた

のが1 点ですね。．、

それから､菅さん自身が言っているのは､菅さんのわきに日比野さんという参与がいて､

あと、福井大学の副学長がいて、BWRの構造からいって、除熱をする、要するに、原子

炉の熱を取るというときに、タービン側に回して熱を取れないのかと、蒸気をですね。ご

く初歩的な質問を菅さんがして、私が説明をし始めたら、ちょっと待ってくれ、その質問

は日比野さんがしているからということで、日比野さんに代わって、結構忙しいときだっ

､たんだと思う.んだけれども、るる、BWRの構造というのは、こう.いう事故時に《蒸気と

言っても汚れた蒸気ですから、そういうものをタービンで冷やすということにはなってい

なくて、事故時には格納容器を全部隔離して閉じ込めておくというのが設計の基本仕様だ
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から、この段階でタービンの除熱機能だとか、タービンを介して復水器の取りつけなどは

使えませんという御説明をしたと｡それは菅さん経由で、菅さんのわきの参与に言った。

それが2点.でしょう6

4回ぐらい菅さんが出てきたんです。もう一点は、これはまた結構機微な話と言ったら

おかしいんですけれども、警戒区域と避難区域、20km，80mの話について、こう決めた

けれ‘ども、所長はどう思うみたいな話をしてきたんです。知りませんと。こっちは事故操

作であれなんで、どれぐらい飛散するかという話は、こちらで計算しているわけではない

んで、申し訳ないけれども、そこはわからないということですね。本店なり、そちら側の

解析しているところで評価してくれと､現場の判断ではないということは申し上げました。

○質問者これは本店にかかってきて、本店から回されるという感じ噸んですか。

○回答者そうです｡大体そういうルートで､四■に､固定電話の方に本店経由でかかっ
てくる｡．

○質問者菅さ〃からの電話というのは、質問みたいな感じ｡:こうしろとかいう意味では

なくて。

○回答者そうですね。菅さんから直接こうしろという指示をも．らったことはないです。

どちらかというと質問で、今、自分はこうい‘うことを考えているけれどもとかへさっきの

水素爆発で、こういう事象はどういうこととか、主として質問ですね。

細野さんとは何回もやりとりしているんですけれども、細野さんには、こ､ららから電話

すると．きは、現場の状況ですね6先ほどの8号機の爆発もそうですけれども、今、こうな

っていますとか､ちょっとトランジェントがあったときに､こんな状況ですということを、

こちらから現場の状況を、勿論、テレビ会議でも発話するんですけれ･ども、発話した後、

こんなふうになっていますというお話をすると。向こうからもやはり質問でiすね。向こう

で議論していて､現場がどうだとかという話になったときに､そこはどうなんですかとか、

どれぐらい余裕があるんですかとか、その辺の質問が多かった。これが結構ヒントが多か

ったんで、どのタイミングか覚えていないんですけれども、いずれにしても、細野さんか

らも指示はなかったです。

○質問者そうすると、内容的には。，

○回答者だから､多分､武黒から、指示という意味では､だと思う。だから、可能性と

して、武黒が1点と、そのわきで安井さんかだれかがそれに関しておっしゃった可能性も

否定できないんですけれども．、せいぜい絞るとすると、そんなよう,な感じで、武黒か、そ

のわきにいた安井さんという‘ぐらいしか考えられないなという感じなんです。

○質問者13日の6時台に官邸から本店へかかって､それが回されてきて､電話を取って、

要約すると､海水を使うとい匂判断が早過ぎるのではないかというコメン1､が来て､海水
というのは、それを使うと廃炉にするということにもつながるだる・うし《極力、ろ過水と

か、水を使うことを考えてくれというような内容なわけですね。

○回答者ここは、申し訳ないけれども、この前も話したように、私の記憶は全く欠落し
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ていたので、ビデオを見て、ああ、そうだったかなと逆に思い出しているく､らいなんで、

本当にだれと電話したかも完全に欠落しているんです。ですから、そこは可能性だけの話

しかないです。

○質問者これを見ると、’つ前のところでは、海水を入れてUまうしかないだろうとい

う、もう水も.余り残っていないからというところで、そういう話になっていたのが、官邸

から電話があって、極力、真水を使うということを考えてくれということなんで、ろ過水

だけで入れられるところからやっていくどいう､醗鬮さん、(・・‘）あれは入っていま
したけれども、そういうことで､急遮現場の人たちは､恐らく園薗醗さ〃からだと思う
んですけれども、指示があって、そこをまた変えていったら.しいですね。防火水槽タンク

はどこにあるんだという、瓦れきや何かでマンホールのふたが埋まっていたりするんで、

みんな探しているらしいんですよ。それで、こことここは使えるんではないかというので

通してやったというような話のようなんですね。彼らも、最初つくっていたのが急に変わ

ったんで、よく覚えているみたいですね。’つは、ここで、だれかというのは、恐らくタ
ケグロさんなりは御存じなんでじようから､その辺は聞けばまたわかると思うんで､一応、

こ．ういう話はビデオであるわけですからく6時47分ころにそういうことがあったという

ことになるわけですね。

それで、注水のところなんですけれども、この次が08番。これはまだ淡水を入れてい

るころですね。9時10分のところの話です。．

（録画部分）

「もうベントされているものと思われたと。」

「次にこのプロジェクトで重要なのは､水源80tしかないから、この80tがなくなる前

に、SLOなり、次のステップを引き入れない.といけない。それから、もう一つは、この8

0tをどんどん増やす。人海戦術でも何でもいいから、水をいろんなところから持ってき

て、このタンクに入れるという作業に移ってほしいんだ｡今､退避してから、OK?済み
ません、3号にサポーターは。今、入れに行くように指示しました。80tに(.｡。)､よ

うに今、指示しました」

「400キロ｣．‘、

「400キロ」

「SLOの方はスタンバっているんでしょうか、1Fさん」

熱'｢SLOはまだ時間がかかるんで、減圧操作行ったんで、時間かかります」

「それは並行して、いつでもできるようにしてください」

「どちらかというと＄今の状態の中で、メーキャップの水を確保する方が現実的だと思い

ま'す」

「了解。水の碓保最優先」

「1Fさん、済みません、本店ですけれども、保安院に連絡するに当たって、FPを何時
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に注入したか、時間を教えてください」

「FP注入の時間、9時何分」

「後で連絡します」

「お願いします」

「海水も考えないといけないんじゃないの。これ、官邸と御相談ですか」

「済みません。プラントの情報の1個ですけれども、先ほど申しました（・･,)j

｢済みません。今、3号機は、SLC,･冒頭は入れたんですが、海水はなしで、真水を集め

てきて、タンクで上から入れつつ、こっちでは考えています」

「吉田所長、水はどこから今、持ってくるのか、ある程度めどは立っているんですかj'

「例えば、模擬プールの中に水があるではないですか。ああいうのを人海戦術というがわ

からないけれども、小さいタンク、（・・・）するなり何なり、すべて使える水を使うと
いうことで今、考えています」

「昨日の自衛隊が3台来ていたようなものをまた頼みますか。オフサイトセンター」

「それは朝から頼んでいるんですけれども、なかなかあれなんです。昨日から水系は全部

放出しているんだけれども、何でもいいから持ってきてほしいんです」

「で は、オフサイトセンターでできることは」‘

「済みません、オフサイトセンターなんですが《昨日、水を持って途中まで行ったんです．

けれども、そこで爆発を彼らは実際に目撃されていて､（・・・）持って行ったんですけ

れども､､かなり外部被曝、汚染があって、自衛隊の方はかなり受けてしまつ.たので?､そう
いう意味で､多分､自衛隊の方がそっちに行くというのは難しい状況になりつつあります」

｢本部の総務斑‘｝すけれ,ども、自衛隊につきましては、こちらでも改ぬて要請を
しておりますので、しばらくお待ちいただきたいと思います。窓口はオフサイトセンター
を通してやりますので」．

○質問者・その辺ぐらいままでちょっと。これは9時10分ころの話ですので､ちょうど

減圧操作をして、9時20分に水を入れるというころの、間際の話で、結局、いろいろか

き集めてみて､現時点での水源というのが80f程度というところで､所長の御判断として
は､これがなくなる前に､SLCなり、次のステップということで考えておられると。まず、

サイト内にある水は何でもかき集めてくるとし)うことが1点と､もう一つは､､よそから水

を補給するというところで、何とかならないかということなんですね。9時過ぎぐらいの
ときの水源として、このときは、とりあえず官邸の方から言われていることもあ．って、ま

ず淡水でかき集められる．ものは全部かき集めるということを最優先課題と。どうしても全

部なくなれば。

○回答者基本的に、最初に言ったみたいに、もう海水しかないだろうというのは変わっ

ていないんです。ただ、極力真水でと言っていらっしゃるんで、真水で対応できる範囲は

真水でやりましょうということが1点。それから、これは(･b･)になるんですけれど
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も、早くホウ酸入れたいというのがあった。ホウ酸入れるのは淡水でタンクに入れた方が

やりやすいのはやりやすい。コントロールしやすい。それも頭に入っていたというのはあ

ると思います。だけれども、どこかで淡水がなくなったら、海水はやむを得ないなという

のはずっと思いつつ､極力、真水努力、できる範囲はしましょうと、こういうことですね。

○質問者途中で、オフサイトセンターにおられる武藤さんが、もう海水も考え鞍くては

ならないんではないのみたいな、これは官邸,と御相談ですかみたいなことをおっしゃって

おられるようなんですけれども、武藤さんも6時以来の経緯という'のは御承知なんですか

ね。

○回答者と思いますよ。武藤は海水でいいんではないかと思っていたようなんですけれ

ども、これをだれが決定したか、よくわか・らなくなってしまっているわけ.ですね。官邸か

らの電話がすべてあれして。武藤はオフサイトセンターにいますから、官邸の意向はわか

らないので、官邸と御相談ですがみたいなコメントをしていると思うんですけれども、意

思決定者がわからないという状況ですね。

○質問者所長はもともと海水を入れようとしていたわけですね。官邸の方の指示をした

後、入が現場にいれば、またそこで総理となるでしょうけれども、その人自体は官邸にい

るわけだから、話ができないわけですね。

○回答者できないです。

○質問者．あと、’号機の爆発のころには自衛隊が来られようとしていて､．結局、爆発を

目撃して､オフサイトセンターに戻ってきた。これはオフサイトセンターに詰めている■

.;."からさっき話があって､外部被曝を受けてしまって､自衛隊が直接1Fに行くの

がなかなか難しいかもしれないと．これは要するに、自衛隊に水を運んできてもらうとい
うオペレーションがあって、それがなかなか思うようにいかないというところで、本部の

総務班のmさんという方が、本部を通じで､改めて要請していると、窓口はオフサイ
トセンターを通して行うんで、ちょっと待ってくれということをおっしゃっておられます

けれども、自衛隊から運んでもらう水というのも、1つは当て込んでいるわけですね。

○回答者勿論。

○質問者実際、3号機が爆発する間際、10時58分でしたか、5tのものが7台ぐらい

来られた、あれはまさに真水を持って来られたということなんですね。

○回答者はい。

○質問者3号機の前の逆洗弁ピットの中に水を順次補給していこうとした矢先の爆発だ

ったということになるわけですね｡

○回答者はい。
.｡●

○質問者．そうしたら、その次が、今度は10時08.分ごろですね。09番ですね。

(録画部分）

｢消火班から連絡します｡現在の消防車による給水、3号への給水ですけれども、7500
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/mで、圧力が0.75MPaです｣・

「■さん､園画さん､ちょっといいですか｡3号でぱたぱたしているので､大変申し訳
ないんでずけれども、2号の準備をしないといけなくて､水の手配と.､あと、車というか、

ポンプ車の手配と．してください］

「それで、海水か、どっち使うか、海水使うのか、淡水使うのかで全然対応が変わってし

まうんですよ」

「変わると思うので、海水を使わざるを得ないようなことなんだから（・・・）「水とい

う観点では海水にした方が《今、調ぺてもらっていますけれども、今のピットが」

「いや､海水は基本的に使わない。だから今、一生懸命､真水を集めているんで。だから、

今､.消防庁とか、仙台消防署とか、来てくれるという話がいっぱいあるんですけれども、

情報あるのは千葉支店の1台しか、今、向かっていないんですよく実態は。消防車が。と

いうことで､．もう1台、間もなく」．

「だから、それはね、保有している、それこそあそこの（・・・）の水だとか、中でいろ

いろやって、多分、これだけ行っているから、今日、明日ぐらいにはざっと来ると思うか

ら、基本的には水で行くと.。よっぽど水が足りないときば海水、やむを得ないときはある

けれども、基本的には水で行くと､.真水で。そういうことでやりだいと思います」

「わかりました」

「ちょっとよろしいですか。2号のパラメ這タが少しずつ復旧されてきて、見えるような

状況になってきたんですよ。それで､炉圧、水位はまだ'個しか見えていなくて、（．，

。）ぐらいまであるように見えるんですけれども、炉圧がずっと下がり加減で来ているの

と、RCIOが長い間回り過ぎていることで、3本.トランジェットみたいな状況に行く可能

性があって」

「だから、早目に次の注水手段を、ちゃんと紙に書いて、どこまで行っているか、いつ復

旧もとか、だれが何をやっているか、どこが課題があるかというのをちゃんと書いて、．1．

つずつ課題を解決してみんなで共有してやりましょうと言っていたj
「それで、水の話をしました。真水で行くんだったら、多分、いろいろと手配しないとい

けないと思うんで、お願いします」

「基本的に､もう小一時間になるんですけれども､千葉支店の消防車を2号にあてがい、
スタンバイさせようかなと考えています」．

○質問者とりあえず、この辺りで。この辺は10時08分ごろで、東電の公表している時

系列表との関係でいくと、3号機は18日の10時30分で海水注入を視野に入れて動くと

の発電所長指示があって、それよりもちょっと前のころの話になっていて、もう注水を、

真水をずっと3号機は入れ始めていて、ベン1､なども9時20分のところでやつで、恐ら

くこのときはベントが効いている可能性が、その後のパラを見ると圧力も下がっていって

いるので､あるのかなという感じの状況があって､この辺で■さんが提起しているのは、
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2号の準備をもうそろそろしないといけないのではないかということで、3号は淡水で行

ったけれども、これはどうするんですかというような話で、淡水なのか、海水なのかで、

海水だったら目の前にあるけれども、淡水だとどうしても､3号もやって､2号もやって

になると、すぐになくなってしまうんで､･手配をあらかじめしないと間に合わないんでは

ないかという問題意識が出ていますね。このときに所長がおっしゃっておられるのが「海

水は基本的に使わない」という言葉であるとか、あと、基本的には水で行くと。よほど水

が足りないときは、やむを得ず海水もあるけれども、基本的には水で行く、･真水で、そう

いうことでやりたいと思いまずということで、まず優先的には真水ということになってい

るんですが､そういう発言に至った理由なんですけれども、そこは何が一番。

○回答者やはり官邸です。．

○質問者それがやはり一番ですか。

○回答者一番です。当初言っていたように､私は海水もやむを得ずというのが腹にずっ

とありますから、最初から海水だろうと、当初言っていたと思います。その後に官邸から

電話があうて、何とかしろという話があったんで、頑張れるだけ水を手配しながらやりま

しょうと。ただ、水の手配はうちだけではできないんで、自衛隊も含めてお願いしますよ
という形で動いているというのがこの時点なんですね。ある程度自衛隊が動いてくれれば

､水の補給は可能であるかなというところ、まだ期待があった時点なんで、海水に切り替え

るというか、そこまでは思っていないというととろ、非常に微妙なところだと思います。

○質問者＝さんの発言を見ると､■■さんに関してはへ水という観念では海水にした
方がなどということを言われて、要するに､･消防庁とか、仙台消防署とか、来てくれると

いう話はいっぱいあるんだけれども、結局、今、情報があるのは千葉支店の1台で、現実

に動いているのはそれしかないではないかというようなところから、これで2号だ、3号

だ、両方面倒見られるわけがないということで、海水という発言になったんでしょうけれ

ども、今度来る千葉支店の消防署の車は、2号の方の水源にとり.あえずはしてどいうよう

なことで､･このときはおっしゃっているわけですね。所長の腹としては、それでもう何も

ないということになれば、海水もやむなしということになっているんですか。

○回答者はい。

○質問者例えば、この辺り、1号機のときに海水を止めろとい･う話があったではないで

すか。

○回答者連続注入。

○質問者19時4分ころですね｡.ああいう感じで、真水を入れていますよと言いながら海

水をぽんぽん入れるという考えというのは。

○回答者多分、皆さん《そういう視線があると思うんですけれども、このときはまだ真

水をメーキャップすれば何とかなるタイミングだと思っていたんです6要するに、連続注

入も、結局、メーキャップをするなら何とかなるだろうと、こういうふうなところ。だか

ら、腹では、海水も、本当に全然メーキャップの方法がなければ、だめですと、最初、断

＄

ノ
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るんです。官邸から何言われてもですね。だけれども、まだ幾つか発電所の中に真水が残

っていましたから、（・・・）の水とかです¥ね。その前に議論して、どこに水があるんだ

とい,うことで、技訓プールの中に何百tぐらいの水があったので、これを連続でメーキャ

ップできないことはないなとかですね。その後で、さっき言ったように、外からの水の補

給ですね､自衛隊も含めまして、これはずっと前から頼んでいたわけで、それが間に合え

ば、そこの真水で何とかできるだろうという、ある意味、見通しと、2つあったんで、そ

こは官邸のところも、多分､･私は申し上げたと思う。水はこれだけしかないという中でメ

ーキャップしていくしかないと。内容は覚えていないんですけれども、これから先、真水

が供給できるなら真水もあるよという話を多分したんだと思うんです。そのときに、中で

調達できる水はさっき言ったように技訓プールの水しかないし、外からは自衛隊が水をメ

ーキャップしてくれるというような話があるので、何とか行けるんではないかと、こう思

っていたんです。

ですから、前の日の時点では、1号としてはメーキャップもできない状態で、真水を使

えないんで、海水でやりますと、これも腹決めて、海水を注入し始めた。それはもう廃炉

も何も関係なくて、廃炉だと。水を注入していると。これをやめるというのはおかしいで

しょうと。やっと始まったのに、もっとひどい状態になる。

・それから、もう一つ言うと、いつまでやめるのかという指示がないわけです。注水停止

しろと言っても、何時間停止するか、この時点でわからないのに、注水しない状態でずっ

と放っておくのは非常に怖い。ですから、当然、うるさいと。頭ながら無視ということで、

中断しないで続けた。ここはまだ水が、メーキャップができる可能性があるんで、何とか

中断しないでできる範囲は真水を集めてやろうではないかと･いう考え方ですから、そこは

そんなに、海水をどんどんやるという、前の日の状況とは違う。・

○質問者要するに、これをわかりやすく､言うと、メーキャップするには消防車が必要、

来るわけですね。あのときに使えていた消防車の数よりも増えてきますね。3月18日に

なれば､柏崎とかからも応援の章が来て､そうすると､メーキャップするときに､例えば、
1号機のときというのは、本当に限られたところで《消防車1台でやったり、非常に限ら

’･

れていた戦力でやっていた。例えば、2号機とか3号機のリアクターピルの防火水槽とか

から連続注水で持ってこようとしても、そこまでできるかという問題も出てきますね。そ

れが3号機になってくると、ラインナップに必要な資機材なども増えてきて、それを可能

な限りつくっていけば､.何とかいろんなところから残っているものをかき集めてくれば、

ある程度はできるんではないかと。ただ、その代わり、自衛消防隊とか、南明興産の人た

ちの作業というのは､､高線量の中で、そういう作業を強いられるという過酷な状況は出ま

すけれども、一応、そういうライン構成などはやろうと思えばできると。そうしたら、官

邸の方からも、真水を使えるんだったら、そっちをまず極力使えということだったんで、

基本的にはそれで、できる限りは粘っていこうという、そういうころの考え方だったんで

すね。
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○回答者そうです。
6

○質問者．では、その次，こ,れは'0時半ぐらいですね。

／、

（録画部分）

｢1Fさん;聞こえますか｡本店､鵬です。1Fさん､聞こえますか」
「はい、聞こえます」

「吉田君のところにも電話行っているかどうかあれですけれども、ちょっと状況認識をし
たいと思います。武黒さん、あるいは官邸との話です。まず、1Fさんについては、海水
を入れるということも当然視野に入れて動くくしという認識を.していて、もう海水も入っ

ているというようなことも思っていたけれども、とりあえず淡水が入ることは悪い話では

なくて、それで、もう海水を入れるべしという判断で下りているというのがまず，点｡
それから､武黒さんから至急状況を聞きたいというのは､DD系で入れている水の量と、

今ある量というかな、それから、設備系でしたか、ろ過水を入れているんだつけね。それ
が何tぐらいあって」

｢DDが、今のところ、40t×2ということで80･tあります」
「80t。どのぐらいもちそうですか。おおよそ」

「大体、8000/m、0,8t/mですから、80tですから、､何だ、わからなくなったj

｢だれかに整理してもらって､私に､l■■圏

「それと、オーダーだけ言っておきますと、要するに、今の化学消防車の方は、40tの防
火水槽が2つバックアップで入っていて､80tだと｡それから､DDの消火ポンプの方は、
これはろ過水が水源なんで、一応、800t、今あると言っています」

「ろ過水が800t」

「DDのポンプの方は、消防車よりも突出圧が低いですから、まずは化学消防車等が働い

ているという状況です｡それで､流量は8000/mですから､今の800tの方から言うと、
800÷0‘8ですから、100ミニッツ近くぐらいの感じなのかな、大体｡それで、今、水源を

探しに行っていると、こういう状況です」

「それは技訓のところの水なども入れれば、まだ800tぐらいはありそうだと、そんなと

ころでしょうかね」

「はい」

「今、海水の方についての注入準備というのは」
「ステップで、続けています」

「ステップで、吊るのを、横断的にはどのくらいでj

「ものの2時間ぐらいで、化学消防車が吊っているところの、防火水槽から吊っているホ

ースをそのまま（･，。）つけてやればできるということで、10分もあれぽできる」
「では、いつでもできる状況。淡氷も今、入れているのはやってください。では、そうい

うことで、武黒さんには返しますが、いずれにしても」
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２

「吉田さん、済みません、今、計算したけれども、2時間ではなくて、20時間ですよね。

今の水源が枯れるのは」

「違う違う、それはろ過水込み込みで言っているでしょう」

「そうです」

『私が言ったのは化学消防車の方だけで言っている」

「わかりました」．

「化学消防車だから、そっちを専念してやっているんですよ」

「わかりました」

「化学消防車、もう一回確認します。40t×2というのが、今、入れる80t。それから、

持つ.てくれば、40t，貯槽が2あると」

「そういうことです6どんどんここに入れるj

「それはバックアップ。それから、ろ過水が800t,あるので、ろ過水側は加圧(･･･).

は低いけれども、頑張れぽ20時商ぐらいはもつかもしれない」
「そういうこと・です」

「ただし;海水の方が、手早くやれば、10分でも15分でも、ホースを海につなげれば、

化学消防車の方から入れられますよと」

「そうい:うことです」

「そういう認識です。では、伝えます。割り込んで済みません。以上です」

I

○質問者ここで止まって。今、小森さんから、テレゼ会議を通じていろいろと質問みた

いな形で入ってきているんですけれども、まず＄最初に出だしのところで、状況認識をし

たいと思う．ということで、武黒さん、官邸との話ですとあって、「1Fさんについては海

水を入れるということも当然視野に入れて動くべしという認識をしていて、もう海水も入

っているという･ようなことも思っていたけれども｣という《ここの.｢思っていた」という

のは、そのときの話をしているところでは、小森さんがそういうふうに思っていたという

こと｡趣旨としては。 ，：

○回答者わからないですね、これ。

○質問者．仮にこれ、武黒さんが思っていたんだったら、もともと指示したのはあなたで

し‘よう、そっち側でしょうという話ですね。特に、その後に官邸との間で電話をというの

はなかつたですか。．‐

O回答者なかったですね。

○質問者いずれは官邸も視野に入れて動かざるを得ないですよということを､その後の、
例えば、9時半とか10時ぐらいに所長の方から御連絡を武黒さんの方に入れるなりとい

うような記憶も特にないですか。．

○回答者ないですね。この辺、全く欠落しているんですね。

○質問者ここで一応、言っているところを見ると、小森さんが官邸の武黒さんにいろい

ノ

？

し
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ろ情報などを連絡入れていたんですか。

。回答者だから、これ、2段やつrいるんですね。本店の本部と官邸の連絡ラインが勿

論あって、これは本来のラインなわけですね。連絡をすれば。そこに何かわけわからず、

現場との連絡ラインができてしまっているから、私に指示が来るんですけれども、本来は

本店本部なりを通して、保安院を通してくるべき話が、こう来てしまっているから、こう
来たり、こう来たりするわけです。だから、どういう状況で、時間が変わりますから、多

分、官邸の中でもいろいろ議論をやっているんだと思うんですけれども、こっちがら見る

と全然わからないんです。

・質問者官邸から下りてくるときは、本店ルートと直ルートがあって、こういう場合は

こことかいうことでもない'んですか。

。回答者ないんです。さっきの海水注入から淡水入れろという話も、本来、私に電話し

てくるというよりは、本店にどうなんだという話をして、こちらからこんな状況ですとい

う話にすればいいんですけれども、こっちに来てしまっていますから、結構重く受け止め
て、今、全く真水がゼロというわけではないから、できる範囲でやりましょうと､.こうい

う形で言っているんです。それを逆に本店に伝えて、官邸から今、真水優先という話があ
ったんで、それで動くよということを本店に伝えているという状況なんですね。

。質問者この3号の注水関係については、もうすべて現場と･官邸で直でやっているとい

うわけでもなくて、最初の入ロのところはそうなっていたけれども､その後は本店が報告

をしてみたいな話になっているんですね。自分たちは状況がわからないから、いろいろ聞

いてやる。ただ､本来は､本店を通じでやるというのが正規の予定していたやり方であっ

てですね。．

。回答者そうです。あり得憩いですよ｡官邸と現場がつながるということ自体が本来あ

り得ないですよね。

。質問者官邸も、緊急参集チームからというんだったらまだわかるんですけれども、現

場対応が必要だということですね｡‘

では､その次、10時43分。

（録画部分）・

「ちょっと確認します」・

「はい」．

「ちょっと、いいですか、1F.さん。今､保安院から指示が来まして、保安院としては、

PCベントの1時間前から周辺線量が上がっているので､ベン卜前からECVから漏れてい

たと思っている。ということはく1F-1のようなこと、爆発鞍どが起こる可能性がある
と思っているので、例えば、ブローアウトパネルを開けるなどのような対策を考えること

と、こういう指示が来ています」

「はい」

18
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「それ、検討願います。うちでもちょっと考えるけれども」

｢逆に詞と、そこはさっきも言ったように、みんなで考えましょうという話ね」
｢本店の剛君が一応､評価しでくれて鰯璽露君にお話しするようにさっき言いました。

それは解析上の話なので、ハード的な対応については、もっと一緒に考えないとだめだと

思っ‘ています」

｢はい｣

｢どうしたの､お話はできたの｡吉由君ね､鬮君がお話しする相手と､ちょっと紹介し
てもらって、それから、電話がつ鞍がらないんだ､剛さんに．は。どなたに電話したらよ

ろしいですかね」

｢逆に醗君に決めてもらいますので､剛君から圏君に連絡します」
「OK」

○質問者これで。この辺りは、保安院からの指示として、ブローアウトパネルを開ける

などの対策を考えるということも、3号機については線量などが上がっているんで、また

同様の事象が発生するんではないかということを懸念していると。恐らく、そういう懸念

は現場の方でもずっとお持ちでしたね。ブローアウトパネルを開けるなどの対策を考える

という指示があって、それを検討しましょうみたいなことがあって、これを見ると、本店

と現場の方で､直接■さんから、どなたか人を決めて､ﾛ■さんと窓口になってい,ろし、
ろお話をしていきましょうみたいな形になっているみたいなんですけれども、この時点で

だれか具体的な、ブローアウトパネルをどうしようとかいう話はされていたんですかね。

○回答者していました。結局、この前も両先生いらっしゃったときにその辺の話をしま

したけれども、1号が爆発したときから水素爆発の可能性は否定できないんで、水素たま

っていると、蝋§さないといけない。ブローアウトパネルを開けないといけない。だけれ

ども､ブローアウトパネルは中越沖地震の絡みでちょっと硬くしているんです｡要するに、

余り開かないようにしている。地震でがたっと落ちてしまって、開いてしまったものです

から、逆にブローアウト､パネルを開きづらい方向に改造していたんです。それが仇になつ

え、要するに､人力でなかなか開かないような状態なんです。これは建築の話になるんで、

物理的に本店の建設部と一緒になって検討してくれという話をしていました｡だけれども、

それはなか'なか実効的'な方法はないんで､最後は外からはしご車を持ってきて切るだとか、

それにしたって準備にえらい時間がかかるなというような話をしている中で、こういう状

況になっていくんで、高橋からさっき電話があったようなことを言われても、どうしよう
もないわけですよ。だったら、「保安院来てやれ、ばかやろう｣.と言いたくなるわけです

よ、はっきり言えばです泡。こんな腐った指示ばかりしやがってと、いまだにこのときの
ことはむかむか来ますけれどもね。こんなのばかりですよ。ただ単に口で何々 しるみたい

な。ばか言えと。

○質問者ラプチヤーディスク破けとか。
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○回答者破けと･か。見るだけでも、保安院と出てくると、むかむかすることしか言って

いないわけです、はっきり言ってですねも

○質問者保安院からの指示として、本店の方から話が来ているんですけれども、保安院

からの指示に関して言うと、本店を通じてというラインだけだったんですか。

○回答者そうですね。

○質問者直というのはなくて。

○回答者ないですね。

○質問者保安院の出先というか、保安院の事務所が。

○回答者．このころはもういません。1人もいないです。

○質問者このぐらいの間は、そういうのはないですか。

○回答者ないです。彼らは、この状況を報告したかもしれませんが、こちらに対する指

示だとか、そう．､いうのは全くないです。

○質問者今のブローアウトパネルの話なんですけれども、中越沖地震の後にく容易にパ

ネルが外れないように、地震対策みたいなもので、なかなか開かないようにしたという話
ですね。その前などは、手動で開くような。

○回答者そんなに軽いものではないんですが、強化後よりは、もうちょっと何とか、器

具を使って開けられるような状況だったんですよ。どれぐらい硬くなっているか、実際、

確かめていないんですけれども、改造した側の建築から言うと、なかなか開きませんとい

う話を聞いたんで、何でそうなづたんだと言ったら、中越沖地震でしっかりと:つくってし

まったみたいな話をしていま･した。それを開けられるような方策を本店と一扁緒に検討して

くれという話はしておったんです。

○質問者例えば、手動でぐ－つとやったら緩んでぽんと開くとか、そういう感じではな
いんですね。、

○回答者ないんですよ。

○質問者では、開けるとすると、周りを緩めたり、やらなけれ齢きないんですね。．
○回答者はい。2つあって、保安院が言っている話は、1つは、ブローアウトパネルを

開けるどいう議論と､ﾛ■と■にいろいろ言っていますげれども､鬮ｶﾐやっているの
は開けるという議論ではなくて、水素リークがどれぐらいの量になるかと。恐らく可燃限

界とのバランスで、ど・うなるかということを､本店の■はそこを確認しているんです。
そこの内容を現場でだれかがフォローしろということで■に､圃鬮がどんな擬討をして
いるのか聞いておけという話をしている。ブローアウトパネルを開ける話とはちょっと違

う。

○質問者．違うんですね。水素とかのリークはどのくらいかとか・

○回答者発生量がどれぐらいで、リークがどれぐらい。

○質問者どれぐらい建屋の方へたまるかとかですね。その辺は技術班ですか、やるどし
たら。
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○回答者技術班です。

○質問者それが本店と連絡を取りながら、情報を得ながらと。．

○回答者ごこは多分､かなり特殊な話なんで､本店のI圏圏がやっているんですけれども、

うちのサイトの技術班はフォローし切れなかったんで､特別に■■にﾌｫﾛー しろとユニ
ット所長に指示しているというのがこの時期です。
○質問者その後、例えば、本店の方からイリークがどうし､うふうになっているか、いつ

ごろぐらいに危ないですよみたいなのが､’打ち返しみたいな、何かこ.う。．

○回答者これは記憶にないですd..

○質問者その前に爆発してしまったから。

○回答者まだ,日ありますね｡これは,3日だから､まだ，日あるんで､この間にいろ
いろやりとりをやってい･るんで、そこ･はまだ余裕がある。

○質問者余裕があるんですね。

○回答者ですから、開ける話も、硬いよね.という話で､検討せいという指示をした後で、

フオローアップはまだできていない状況です。この夜辺りに、ああだこうだ、あれやる、

これやるという議論をしたところです。

○質問者それからは､しばらく､ﾛ■帥と■■さんとか､指示を受けた人間が連絡を
本店とやりながらしているということなんですね。

○回答者はい。

○質問者次は、20ですかね。
。'

（録画部分）

「（・・・）ルートでそうしています」

「昼間大変心配した1F-2への海水の供給なんですが、これはどのぐらいに始められる

ような予定になっていますか。見込み」

「30分か40分で注入するようにします」

「いえ、ちょっと待って。2号機については早目にやりたいんですけれども､今のところ、

データは安定しているということが1点、それから、3号機、1号機への供給を元に戻す

ということを一義的にやりますので、そこはしっかりやると。条件をしっかりやった上で

判断したいと思って、また時間については改めて御説明します」

「ということは､昨日の段階で2号のデータを見て心配したんだけれども､とりあえず今、
出ているデータを信じられる状況にあるというふうに判断されると」

.｢午前中は炉水計しかなかったんですけれども、今、炉圧、ドライウェル圧力等々 、もう

ちょっと細かいデータ、そのトレンドを見ている限り、．2つの水位計で一応、同じような

値を、午前中は1つだったんですけれども、そういうところを考えて、若干余裕があると

思っているんです」．．”

「はい､わかりました」
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「その辺を総合的に、発電所として判断させていただきたいと思います」．

「3号、4号を優先的に続けるということですね」

「はい」．

「了解j

『その件で、本店から（，.．）ですけれども、2号の水がないということは認識しつつ

も、海水からいきなりやるように聞こえてきていてj

f海水からやりますよ｡･そこは考え方が混乱しているみたいなんだけれども、要するに、

.もともと1号機はお水がどこにもないんで海水でやりました。3号機はかなり真水があっ

たんで、真水から始めましたが、結局、水の量が足りなくて海水に切り替えたというのが

8号機。2号機も本当は真水でやりたくて手配をしたんですが、今日の昼の段階で､場合

によっでは急遼始める必要があるということを考えて、海水での供給で考えた。そのとき

に、3号機大丈夫かとか、3号機が危なくなってきたんで、2号機よりも3号機にウエイ

トを置いて見てきているというのが今の状況で、その間に、2号機用の真水の用意はして

いませんでしたから、その後は海水でやるということで進めている、こういうことです」

｢わかりました。こちら側の勝手な考えだと、いきなり海水というのは､そのまま材料も

腐ってしまったりしてもったいないのでくなるべく粘って真水を待つという選択肢はある
というふうに理解していいでしょうか』

「理解していけなくて、もうあそこのラインナップをして、供給源を海の供給源にしてし

まいましたから、今から真水というのはないです。時間たっています、また」

｢昼間そういう方向で決めたんだけれども､I■君が今､改めで質問している趣旨を説明
してもらった方がいいと思うんだけれども」

｢I■君が言いたいのは､真水でやっておいた方が､要するに､塩にやられないから後で
使えるということでしょう」；

「そういうことです」

「私もずっとそれを考えたんだけれど･も、今みたいに供給量が圧倒的に大量に必要なとき

に、やはり真水にこだわっていると大変なんですよ。だから、この状況で行けば､海水に
行かざるを得ないと考えているんです。こういうことです」

「現場の（・・・）理解をしました」

「それでは、供給の話はよくて、次へ行っていいのかな｣．

○質問者ここまで、とりあえず。今のところは、3月13日の20時20分とか、そのぐ

らい以降、夜の話なんですね。このころは、3号機についてやるのと、あと、2号機に関

して、時系列表の20ページに、12時05分に海水を使用する準備を進めるよう発電所長

指示とあるんですね。これは3月18日の12時05分です。

○回答者20ページ。

○質問者これですね｡13日。
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○回答者2号機ですね、これは。

○質問者2号機です。そのときの3号機の状況なんですが、3号機は。

○回答者海水になる手前ぐらいですね。

○質問者そうですね83月13日の12時20分に淡水注入が終わっていると。それから

海水のラインに切り替えますよという、その前のころなんですね。このころだと、さっき
のビデオでもありましたけれども、ここで所長がまとめられていて、1号機は最初は、先

ほどの話にもありましたが、どこにも真水がなくなったら海水でやりましょうと。3号機

は、一応、真水があったという、このあったというのは、いろいろかき集めてきたり、よ

そから来るということも期待して、真水からやったんだけれども、結局、量が足りなくな
って海水に切り替えた。12時20分に水がなくなって、i3時12分から海水を入れ始めて

いるという､そのこ･ろのお話になって、、2号機も本当は真水でやりたくて、手配もしてい

たんだけれども､昼の段階で､場合によっては急遼始める必要があるということも考えて、

海水での供給を考えていた。「海水を使用する準備を進めるよう発電所長指示、12時05
分」というのは、多分、この辺りを言っておられるんだと思うんですね。

その後、3号機というのが非常に状況としてもよろしくなくなってきて、結局、2号機

用にという､最初にあった消防車から水を運んでくると,いう、前にあったもの、あるいは
「2号機用に｣と言っていましたけれども、恐らくそういうのも全部3号機でという優先

順位の話になっているんでしょうけれども､そういうのもあって､用意はしていないから、
2号機はそのまま海水からいきますよ．というような話があって、このころは、ここには出

てきていないんですけれども.、これについては、官邸なりというのはないですか。

○回答者なかったですね6記憶にないですね。

○質問者あと､画圏さんというお方は、どういう立場の方ですか｡‘

○回答者I■は､本店の復旧卿班長なんですよ｡ですから､本店も非常対策体制なん
で、社長が本部長ですけれども、その下に班ができていて、その中の復旧班の班長という

』

I

） というポジションなんです。そこが
・
佇
矧
・
『
』
凸
。
ｑ
》

・
Ｐ
ｂ
も
ｑ
ｄ
ｐ
８ｌ役割で、

復旧班長をやっているということです。

○質問者剛さんは､海水というのは､そのまま材料が腐食する､腐ってしまった‘りし
てもったいないということで、なるべく粘って真水を待つという選択肢もあるというふう

に理解してよいでしょうかと。これは、当然あるんだったらそれでという考えはあるんで

しょうけれども、そうないものねだりできないからというところの時期なんですね、もう
どのころは。

○回答者そうです。

○質問者このころは、その指示をしていますから、一応、ラインを整えて、ROiCが終
わったらすぐ入れられるようにという準備をあら’かじめしておけという段階になるわけで

すね。

○回答者はい。
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○質問者では、この次。

（休憩）

○池田さんからは直。．

○回答者そこもまた記憶ないんです､けれども、ベントする、しないで、現場でばたばた

しているときに、菅総理が来るという話があって、しょうがないなと思って、準備してく

れみたいな話はしていたんですね。そのときに、ベントとの絡みで、そんな話があったの

は、どうも記憶から欠落しています｡・どづちにしても、現場で努力しても、なかなかでき

ていないんで、菅首相が来るから、それで遅らせてくれと言ったって、現場がもともと全

然バルブが開かないと．いう状態ですから、チャレンジしている状態ですから、まだしばら

く難しいと思っていたんで、余り記憶に残っていないんです。

○質問者例えば､武潅さんから､池田副大臣がこんなことを言っているんだけれども、
ベン･トの時間をいつごろにするんだとか、そう．いう。

○回答者あったかもしれません。

○質問者だけれども、記憶にはない。

○回答者ほとんど残っていない。

○質問者そうすると、所長がおっしゃるように、自分の時期についての判断にさしたる

影響がないから記憶から欠落しているんだと。

○回答者はい。とてもではないけれども、菅さんが来るという時間にできるとは思って

いなかった。

○質問者経産大臣が、海江田大臣が、実施命令を6時台に出しているんで、向こうから

すると、もうすぐにでもするんではないか．と。現場の状況を知らないですからね。そうな

ると、ちょうど菅さんが来られるのとかぶってくる可能性があるんで、そうすると、副大

臣としては､その辺の調整をしなければいけないのではないかというので､べﾝﾄの時期
．を若干遅らせるなり何なりという発言になるわけですね。

○回答者はい。

○質問者ただ、そのころ、とてもそういう状況にないので、特に影響はないと。

○回答者記憶にも残っていない。

○質問者わかりました。

そうしたら､■さんが終わって､次が26ですね｡これは､日が変わって3月14日の
未明ごろですね。1時台ぐらいですねもこのころというと、例えば､､2時20分ぐ‘らいに

正門付近で線量が上がっていて、15条通報されている時期のちょっと前ぐらいですね。で

は、お願いします。

(録画部分)

｢1Fさん､聞こえますか」

｢はい、聞こえます」
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｢至急の話なんですけれども、今までからずっと言われていることなんですが､保安院か
らまた督促が来て、.1F-2の消火系への切り替え時期のことです。それで、保安院の立
場は、確かに今、RCICは動いているものの、3号のようにHPCIもずっと動いていて、
急に止まってしまって、その後、結局、相当燃料損傷を起こす羽目になってしまったとい
うことから考えると.、今、ROICはとりあえず置いて、しっかり水位が確保されているう
ちに、消防ポンプへの切り替えをやらない理由が全くわからないという、そういうことで
す。要は、早く意思決定をしてやるべきではないかと、こう言われています。それについ
て、ここ,で早く決めたいと思っています｡これについて､サイトの見解はどうでしょうか｡
今、本店とは、SR弁の健全性と、それから、FPの方のラインナップ、それから、例えば、
'（，；・）.けれども、確実に動くということを確認できるのであれば､保安院が言ってい
る方がメリットが多いと思っているので、その前提条件を含めて､サイドの見解をお聞き
して、ここで意思決定、（・‘・）思っています。趣旨は今､‘言ったような話です」
｢昨夜にも説明したとおりで､2号への請火系の切り替えについては準備が整っています。
ただし、今、海水のピットが空になってしまっていまして、そういうことで、1と3への
消火系の注入も一旦停止して、現場の対応をやっています。現場の対応というのは、海水
のピットをまた満たす、そろそろ今、やっているところで､海水系の注入が1も3も止ま
っている状態です。ただし、海水ピットがまた満た､されれば、1も3も同じように継続、
復活して、かつ2号も準備が整うということになります。ただし、2号については、これ
も昨夜言った.ように、POVのベントラインヘのコンプレッサーの追加、要するに、強烈な
エンジンつきのコンプレッサーを事前に追加しておくというのがまだできていない」

「済みません、これは、今、2Fの方から到着しまして､.これを受け入れて、これから現
場へ持ち込んで、つなぎ込みたいと思っています」・

「そうすると、消火系への切り替えに関連して、今、主要なパラメータのうちの原子炉圧
力が見えていないんですよ。これも今、見えるように、バッテリーをつなぎ込んでいます
ので、このパラメータが見えるようになれば、そこの条件が整うので、海水系への投入が
できるようになると、そういう状態になっています」・

「基本的には､保安院の言うように、その方向を目指しますけれども、その条件がまだ整
っていないので､その条件が整う努力を一生懸命続けていて､それが整い次第やりますと、
そういうことでいいね」

「そういうことです」．

『では、そういうふうに回答するということでよろしいですか｡､小森さん、いいですかね」
．「では、コンプレッサー」

○質問者では、ここまでで、とりあえず。ここは、まず保安院の方からの話があって､、
2号機のBCICが動いている間に、早いうちに消防ポンプを使って海から水を入れた方が
いいんではないかということで、本店も、条件整うんだったら、それでいいんではないか
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．ということで、そのとき、サイト側の見解はどうですかということで、吉田所長と書いて

いますけれども、これは圏霊さんで､もう,一人言っていたのはだれだったんですか。
○回答者あれ憾幽です。1Fで説明したのは圏圏です｡
○質問者では､その辺りでおっしゃっておられるところで､特に■さんがおっしゃっ
ていることですけれども、当時、3月14日の1時10分～3時20分までの間、これは3

号機の方に書いてあると思うんですけれども、時系列表で言うと31ページ、3号機前の
逆洗弁ピット内の水が少なくなって､水が取れない、そこに補給が必要だみたいなことに

なって、その後、3時20分に消防車での海水注入を再開と書いて、この間、水が入って．

いなくて、ちエうどそのときの話になっているんです鯛。

3時20分、これは東電でイラスﾄでずっと、消防車による注水の概略図案と、これは
関係者からいろいろ聞いていったとごろを最大公約数的にまとめたもので、一部間違いが
判明しているんですけれども、この辺りは正しいので、11ページ辺りを見ると、逆洗弁ピ
ット枯渇と書いてあって、，時,0分からと。このときの状況というのは､'号機にも2
号機にも、それから、3号機にも、それぞれ消防車を1台ないしは複数台使って、それぞ
れタービン建屋の送水口から、この逆洗弁ピット内にたまっている海水を入れるというこ
との準備をしたり、あるいは実際に1号と3号は入れて、2号はその退避という状況で、

この2号からも入れた方がいいんではないかという話が,時,0分以降にあって､ただ、
1号と3号というところ自体も、ここは水取れなくなって、止まっている状況ですと。こ

こに水を入れましょうというところで、実際に、その後、3時20分から、まず3号機に

ついて注水を再開したんですが､これは水を入れるというよりも､対症療法的というのか、

水が枯渇と書いてありますけれども、完全になくなったわけではないですね。

○回答者．なくなったわけでは旗いですね。

○質問者水がたまっている部分があって、位置を動かしたら取ることが可能になったん
で、とりあえず3号機にはこれで水を入れましたということで､.実際には、その後、作業
内容としては、未明から明け方にかけて、どんどん消防車が届いてきて､･消防車をつない

で、物揚場から逆洗弁ピッ･トに水を入れるということをやった上でということになってい

て、この3月14日の未明ころなんでずけれども、このころというのは、優先順位として

は、3号機が一番まずい‘という状態になっているんですかね。状況から考えると、2号機
は一応､RCIOが起動中という状況で、’号機は海水を入れていたんですが．《’号機もこ
の時点では逆洗弁ピットから水を取れなくなると、水は入らない状況なんですけれども、

そうすると￥1号機も水がないという状態ですが、1号と3号で、3号の方がというのは
どういう＆．

○回答者1号機の方は､その前から注水していますから、リーク、どれぐらいしている

かという話がありますけれども､水がたまっているとすると､注入量は1号機が圧倒的に、

3号機に比べて、それまでの注入時間が考えて長いわけですから、ある程度水がたまって
いるだろうと。だから､.その水による除熱が効くだろうと。3号機は注入してからそんな
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に時間がたっていませんから、これはやはりある水を入れておかないといけないという意

味での3号機と1号機の順番。いずれに.しても、両方とも必要なんですけれども、あえて

言うと､今までの注水量から考えたときに､3号機の方が状況としては厳しいでしょうと、
､こういうことです。

○質問者では､復旧の作業手順としては､まず3号機からということになるわけですね。

○回答者はい。

○質問者結局、ここで言われているところの海水ピットがまた満たされれば、1号も3．

号も同じように継続が復活してということを言われていて､水源として拾えるところがな
いかというのはずっと当初から、海水は向こうにはいっぱいあるけれども、逆洗弁ピット

は有限ですから、どこかないかみたいなことは現場の方でされていたようで、'結局、消防

車が届いたということで、では、吊るものあるからという方向になっていくわけですね。

この辺の具体的な、消防車何台並べてというところまでの情報は来ないんですかね。

○回答者来ていますよ。

○質問者それも来ているんですか。

○回答者本部で共有していますから、消防隊が今､来たんで、こうラインナップします、

行けというような話はしていますから。

○質問者物揚場から汲み取って、それを逆洗弁ピットの中に入れますというような報告
も来るのは来る。

○回答者勿論、来ます。

○質問者報告とともに、例えば、円卓の方で、あそこがいいんではないか、ここがいい

んではないかというような．ことは。

O回答者あそこがいいというのは、3号機か1号機かという意味ではなくて。

○質問者でなくて、例えば、物揚場が。

○回答者もともと、どこから取れるんだというのは、その前にものすごい検討している

わけですよ。4号機側のこちらから取れないかとか、もっと言うと､、4号機のタービンピ

ルの地下に、そのときに2人亡くなっていて、遺体なんですけれども、いたんですが、こ
こにも水がたまっているんで､要するに､遺体救出も含めて、ここの水を使えないかとか、

いろんなことをその前にやっているんですよ。実は、ここ・も、ターピンピルの大物搬入口

の入口をぱ－んとバックホーで壊して、消防車入れて、水が引けるかどうか、チャレンジ

しているんです。水は引いたんですけれども、水位が低くて十分に取れないんで、引き切
れないとか、いろんなことをやっているんです。

○質問者それはもう実施しているということですね。

○回答者している･んです。ですから、表に出てきていませんけれども、この4号機のわ

きに、4円盤まで行かなくても、10円盤から下に水が据える場所があるん七､そこから吸､
えないかということも考えているんですが、それも場所が瓦れきがあったりして、非常に

狭いのと、結局、ホースを垂らしたんですけれども、そこから吸えないどいうことも確認

Ｉ
。
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したりとか、現場でそういうことをいろいろやった末でく消防ポ．ンプが来たんで、ここが

一番確実だから､ここから行きましょう.と、こういうことをその前に消防チームとやって、

その情報は全部共有しています。

○質問者今､御遺体2体の話が出ましたけれども､御遺体を搬出するという.んですかね、

その作業というのは､どの段階。

○回答者私は申し訳なくてしょうがなくて、最初の日からダイバー入れて探すというこ

とを含めてやれ．と．いうことで、実際､柏崎から、そういう作業をしている人がいたとい･う

ことで､来てもらうことになったんですが、線量の話をしたりで実現できなくて､この作
業をやっている最中にずっと私の頭にありました。早目に4号機の水を抜いて、遺体捜索

に行くというのも、原子炉の維持.と同時にやらないといけないとずっと思っていました。

だから、さっき言った4号の水を使えればと、ある意味、両方できるかなということを含

めて、チャレンジまでしたんですけれども、無理だった。

.○質問者結局、いつごろになるんですか。

○回答者2週間、3週間たったぐらいかな｡結局､原子炉はある程度安定して、4号機
の水を吐き出すという操作にかかれて、水位が下がってきてですから､、どこか記録あると

思うんですけれども、2週間ぐらいたつ‘てからだったかな。4月になってからかな。ぎり

ぎり、そんなころだと思います。

○質問者それは4号機の水を全部吐き出して。、．

○回答者．吐き出してということになるんですね。ここは私はよくは覚えていないんです

が､私が登場していないではないですか｡本店の高橋の話に対して｡これは本店高橋なん
ですけれどもね。ここは多分､何か電話しているんです｡だから麗囲が答えているんだと
思います。

○質問者本来だっ輝ら所長が。

○回答者私が答.えるべき話をい；やっているわけですねり私はこのときまた官邸から
電話を待っていたかどうかですね｡このタイミングは覚えていないんですけれども､大体、

そういうときは電話を､いずれに.しても多分、官邸だと思うんですけれども、固定電話で

状況報告したり何か、バラでやっている可能性があると思います。．

○質問者これも14日ですね。

○回答者未明ですね。

○質問者細野さんは、ホットラインをつくってからは、毎日のように電話があるんです

･･か。．

○回答者結構ありましたね。どうですかと。

○質問者本店とかだと、武藤さんなどは直接電話とかはありましたか。
○回答者武藤さんからですか。武藤は、本店というより、オフ’サイトセンターにいたん

で、オフサイトセンターから電話は何回かありました。

○質問者それは、武藤さんｶﾐ、テレビ会議ではなくて、電詣でという感じなんですか。

｝

、

＄

）
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○回答者はい。

○質問者では、次、ここまでやって午前中終わります。31番で、3月14日の明け方、
夜が明けているころになるんですか。6時とか、そういうころですね。

（録画部分）

「これね、本当に要注意なんだよ。’6時から6時20分の間に」

「現状、（・・・）の可能性は低いと」

「50キロになっているでしょう」

「そのとおりです」

「50キロだろう。こんなもの、もう、7時までに（・・・）超えてしまうよ」

「〈・・・）につきましては、バランス出ていますので、現在、6時から6時20分、対
象の地域については（・・・）」

「小森さん、水位がダウンスケールしている？」

「危機的状況ですよ、これ」

「水位がダウンスケールしている？保安院、官邸に、ドライウェル圧力が上がって」

「そう、ドライウ･エル圧力が急上昇して」

｢水位が何。早く連絡して」

「6時10分、ダウンスケールしているんですよ｡．減ってきていて」・
B■

「第1グループは大丈夫です」

「減って、それから、ダウン〆ケールが6時10分なんで（､，．）」

「少しかぶりますね」

「保安院と官邸につなぎつ放しにできる、電話」

「かぶる方は20分から止まるということで、予定どおり」

「保安院と官邸の方に同時に（・・・）言っておりますけれども」・

「上のベント弁を開けるのを早目に開けなければいけないと思うんですが、バッテリーは
つないであるんでしたか」．

I

１
１
Ｊ

○質問者この辺で。このころ、計画停電の関係と、いろいろかぶっているようなんです
けれども、6時～6時20分の間にですね｡．

○回答者3号機の話でしょう。

○質問者3号機ですね。8号機で、これはドライウエル圧力が50ぐらい上がっている
ところですね。14日の6時ごろですね。6時が425で､､それが470になっている。大体5

0弱.ぐらい上がっていると。それで、水位がこのころ、ずっと田AFマイナスでどんどん下
がっていっている時期で、3月14日の6時20分のところは見えなくなっている。両方、

AもBもですね。という状況があって、6時30分のところでは、Aが－100で、Bが－3，

500みたいな極端な状況になっている。所長から、危機的状況ですよということを本店に
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言っておられて、確かに所長の前のヒアリングのときも、3号機については、1つ、ドラ

イウェルが500みたいなものがずっと続いているのが非常に嫌な状態で、その嫌な状態の

根拠は、1号嬢のときもそういうことから水素爆発などが起こっているんで、直感的にそ
ういうふうに感じているというようなお話だったと思うんですけれども、ちょうどそうい

うところに差しかかるころの話で、この中で、本店で話していたのは小森さんな､わけです

ね。これは所長がおわかりではないのかもしれないですけれども、保安院と官邸に同時連

絡するように今、言っておりますけれども、保安院と官邸につなぎっ放しにできる電話と

いうことで言っておられるようですけれども、本店と官邸や保安院との連絡がどうなって
いるのか、当時はわからないですか。

○回答者全くわからないです。だれがどこにいて、どういう形で本店本部がそこと連絡

つけていたか、わからないです。．

○質問者．電話でやっていたのか、例えば、テレビ会議システムはその時点ではないです

ね｡．

○回答者ないです。

○質問者あと､、サイト内の状況などを直で見られるテレビ会議システムはその時点では

ない。’

○回答者官邸にまで行っていなかったと思い・ますけれども､そこはわからないんですよ。

本店の連絡網は。

○質問者この辺はよくわからないですね。いずれにしても、こういう危機的な状況に関
しては、小森さんなどにも直接、テレビ会議を通じて、この時点でもう言っているという
ことですね。

○回答者計画停電の話がうるさかったですけれども、ものすごくうわあつと、やめろと

言っているのに、ぶつぶつかぶせる。

○質問者計画停電というのは、電源の節約ということなんですか。

○回答者電気が1F，2F,.全部飛んでしまいましたから、2Fはフル運転で、1Fも

3つ運転した。それから、広野も飛んでしまいましたし、要するに、電源がない状態で、

次の日の電力供給に問題があったんで、計画停電やりますと。最初に2つあって、原子炉
の問題がわあわあ騒がれる前に、東京電力の計画停電の話がえらい問題になづたと思いま
す。それで、､このシステム､.同時にそんな話をしているんですね。

○質問者両方わあつとかぶってしまったんですね。

では、とりあえず午前中はこれぐらいで、また午後、引き続きお話を伺っていきます。
とりあえず休憩にいたします｡1時からお願いします。

(休憩）

○質問者そうしたら、午後も引き続いてやりますので、お願いします。

80
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午後一発目は、3月14日の夜が明けたぐらい、6時台から7時にかけてぐらいの話で、

話の内容としては、3号機のところ辺りですね。ドライウェル圧力が非常に上昇してきた

という辺りの話で､前に所長のヒアリングのときに、前回だったと思うんですけれども、
いきなり嫌な数字が続いて、現場の作業員たちを退避させたというのが､これまで時系列

に載っていないということで、その辺の下りなのかなという部分がここにちょっと出てき

ているので、それを確認していただくということです。

（録画部分），

「吉田さん、聞こえる？吉田さん」

「はい｣．

「ドライウェルのドライのベントというのは設計圧の2倍ぐらいのところまで頑張ってと

いうのがAM上の雫順だと思うんだけれども、そういう認識でいいですか」

「800ということですよね」．

「そうそう」

「そうですけれども、それでいいと思いますけれども、ただ、上昇量が急激なものですか

らね」

「なるほど」

「ここがものすごく気になる。それかち、燃料域のあれが、6時20分からダウンスケー

ル、その前が急激に低下してダウンスケールしているという．ごとは、かなりドライになっ

ているということなんですね。極端に言うと、仮想事故レベルになっている可能性がある

んではないか」

「なるほど」・

「こうなりますと、今、作業で、プラント．の前、かなりの人間がいますし、ここにもこれ

だけの人間がいるんですが、これをどうするんだと、そっちを考える方が先になるかもわ

かりません」

「了解｡‘いずれにしても、2倍というぐらいのところでドライウェル側のベン･トというこ

とはそうな･んだけれども、いずれにしても、かなり早い時間に来ることを想定して、まず

放出量というか、推定値を出してもら』って」・

「6時85分でドライウェル圧力520キロです」

｢聞こえなかった｣．
。》

「500ですか。52O出たから、ドライウェルは」

「非常に要注意な状況。放出量の評価とか、そういうこと、すぐ出るか。要ほ、避難をす
るかどうかというような、避難距離を拡大するかどうかというような話の判断に関わるの

で、．とにかく今、急いで計算してもらえるかな」：

「今、計算中、あと5分ください」

「それから､､作業員の安全確保の観点から、風向きが、だから、ちょっと大熊側に、もし
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外にいる人でも、3号機前はちょっと難しいか」

｢武藤さん｛武藤さん、この状況で何もできなくなってしまうんですけれども、現場の作

業員、うちの社員、一回こちらに退避させてよろしいですか」

「了解しました」

「退避命令出します6現場にいる企業の方々 、現場から上がって、こちらに避難してくだ

さい。これは中央操作員もいるんですが、これはどうしましょうか。これも避難した方が

いいですね」

.「中操の線量を見て判断.してください。中操の線量。線量わかる？」

「中操の線堂ね。中操の線量どうなっている？確認します」

「みんな､､今、オンラインでつながっている。保安院と官邸、つながっているね。切らさ

ないで、今の音声をほぼそのまま伝えでもらってもいいです。中操退避したらベントがで

きないんですけれども、それを含めてどうす.るか」．

「線量率見てと言っている」

「吉田さん＄そこ．の線量も含めて、線量をよく見てくださいね｣‘

「はい」・

｢■さん､丁寧に周りの線量を測ってください｣
「はい。今の部屋の線量につきましては、マ．ツクス28."Sv/h,､ここです。モニタリン

グポストとか、その辺は、周りの線量が、上昇率が非常に広がって、その辺を丁寧に」

｢一応､今の緊対の28ということであれば、そこは問題はないということだと思います」

｢最新のモニタリングポストのデータで、MP2番近傍、最終6時の辺りで400"Sv/h

でございます。正門付近、5時の値になりまずが、6.65"Svj/hです」

「ということは、吉田さん、周りは余り変わっていないということだよ」

○質問者ここで一回切りますかね。今のところ、3号機のドライウェル圧力が非常に上

がっているということ。こ.の途中のところで､武藤さんと所長との間にやりとりがあって、

この状況で何もできなくなってしまうんですけれども、現場の作業員、うちの社員、一回

こちらに退避させてよろしいですかと。了解しました、退避命令を出しましたとあって、

その後で現場にいる当社社員、企業の方々 、一度現場から上がって、こちらに避難してく

ださいとおっしゃっているんですけれども､ここの現場にいる当社社員とか､企業の方々 、

一度現場から上がってこちらに避難してくださいというのは、現場に何かつながる手段が
あるんですか。

○回答者一応、その時点で、トランシーバーとか、それで現場の人間とは連絡がつくよ

うになっていますので、そこを駆使して、特に炉注をしている消防車の人間だとか、水の

メーキャップをしている人間だとか、かなり限られていますので､･そこはそういう形で連

絡をしたと。

○質問者ちょうどベントだとか、注水のところもそうでしょうけれども、そういう作業

、
』
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をしている人たちは一旦引き上げるということになるんですね。しばらくは退避状況が続

くんですか。

○回答者はい。これは何時でしたか。

○質問者ちょっと早目で、6時半ぐらいからのやりとりがずっとあって、6時80分か

ら40分ぐらいの話ですね。要は空けているような状況で、それで一回引き上げて、ここ

で中操の方をどうするか、線量測るといいよという話になっておりますね。いずれにして

も現場の人たちは引き上げてきて、その後、退避命令の解除みたいなものが出ることにな

るんですかね｡それは記憶だと、爆発承この日、’,時0,分に起こっていますけれども、
そこまでの間で言うと、どのぐらいまでという感じですかね。

○回答者2時間ぐ.らいではないですか。､

.○質問者退避が6それで解除して、そ.こから作業をさせたら、そういう状況になったと

いうことなんですかね。退避命令はこの日1回だけなんですか。

○回答者この日は1回だけです。

○質問者繰り返し繰り返しではない･んですね。

○回答者ではないです｡これで1回退避させて、格納容器の状況がどうなるか見ましょ

うということで退避させました。

○質問者一応、500台ぐらいをずっと推移して、そこからどんど･ん上がっていくような

ことではなかったんで、ベントの作業もしなければな,らない、注水作業もしなければなら

ないと.いう一方での要請もあって、その辺のバランスを考えて、どこかで決断しなければ
ならないということで、格納容器の圧力の水位を見て判断されて、解除してf作業再開と

いうことだったわけですね。‘

この辺の退避する、しないという辺りでは､本店側なり、あるいは官邸とか、これを見

ると、本店の言葉として、みんなオンラインつながっている、保安院と官邸つながってい
るね､切らさないで､今の音声をほぼそのまま伝わってもらってよいですけれども、中操
退避したらベントはできないですけれども、それを含めてどうするかみたいなのが、これ

は多分、魑話をそのままつなげた状態にするな‘りしていると思うんですね。この状況がそ

のまま官邸なり、保安院なりの方に入っていた可能性があるんですけれども、保安院なり

官邸の方から直接現場の所長のところなりに何かコンタクトを取ってくることはありまし

たか。

○回答者このときはなかったです。

○質問者特にないですか。

○回答者なかったと思いますね。

○質問者.そうすると、ざっくりした感じでいくと、6時30分から40分くらいの間に退

避命令が出て、退避をさせて、大体2時間とか、それぐらいのスパンの間様子見をして、

しばらく格納容器が全然動かないんで、8時半とか9時とか、それ.ぐらいの間にはまた現

場の方に戻って再開されていて､そうしたら、11時ぐらいには爆発という状況になるんで
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すかね。大体の流れとしてはですね。

○回答者はい6

○質問者そうしたら、その続きを。

（録画部分）

「3，4号中操当直長席で3.5ミリです。昨日よりは低い。15です。3，4号中操で、平

均して、（・・・）付近で15です」

F15mSv｣.

「15mSvです」

「それは何時で｡､今ですか。今のデータですか、それは」．．

「3.5については現時点の値です。当直長席、3.5mSv/hiにつきましでは、現時点の時間

です」．

r6時45分ぐらい」

「これも昨日と変わらないよね」

「変わっていないですね。ちょっと注意深く線量を見て」

「ドライウエルの圧力ですけれども、6時35分、6時40分、6時45分、3ポイントと

も変わらずに520キロですね」

｢少しここは落ち着いているようなので、現場の作業をどうするかということも含めて、

もう一回考えませんか」

「はい。ただ、格納容器のあれはともかくとして、、1号のような可能性は十分ありますの

で、この格納容器圧力ということは、水素の発生、そういう意味で、放射能という、そう

いう危険作業という意味で言えば、ヤードに人を配するというのは、これは極めて難しい

と思うんですけれども」

「最後はドライウェルのベントをする作業というのは、今のこの場所から行くと、どうい

うこどになりますか」・

「中操の同じパネルなので、サプレッ･ションチェンバの応援のコネクターを外して、ドラ

イウェル側にくっつけることで瞬時にやるこ･とができます」

.｢OK。今、水は入っていないんですか」

｢氷は入れていますよ。海水は9000/m入れているんです」

「入れ続けているわけ」‘

「はい」

「補給の方は大丈夫ですかね」

「補給は、さっき聞いたところ、ぎりぎり3号機だけだったら、今、レベルがあると言っ

ていたので、メーキャップがなくなりましたら、ピットに水を運べなくなったんですね。

人が今；退避になると。そこが非常に難しいんですよ」

「そこ、難しいね。勿論、人身安全第一なんだけれども、水を確保するところは工夫がで
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きるかどうか考えられませんか」

「今、人海戦術やっているんで｣・

「炉圧を下げる方法として、MSラインのドレンラインのMO弁、LOO5、006、電源を仮
設を引いて、それらを当てて、復水器に逃がすということは実施できないでしょうか。済
みません。ドレンラインのMO弁の番号を110万のを言ってしま.いました。番号を間違え
ました」

ii,0万まではいいんですけれども､MO弁の電源などは全く生きていませんし〈今、ド
ライウェル近傍とか、原子炉建屋の中は入.ることも不可能ですから、そんなのは絶対でき
ません」

「わかりました」

「被曝評価の結果、あらあらですけれども、出ましたので､お願いします｡ベント条件は、
仮想事故で,00%放出して$､ます｡したがって､今、（．．．）で25%ですので､それと、

考えるならば4分の1ぐらいの値を更新すればいいんですけれども、.いずれにせよ、ヨウ
素が支配的です。これは3時間後のデータですけれども、3時間後で最大ポイントは南南
東の風2mで評価をいたしますと、最大ポイントは2.2km先、ちょうど敷地境界辺りで5,
700mSvです。これが4分の1と考えると.､.1,600mSvになります。ヨウ素です。その後、

この枠が1,000mSVですので、250mSV圏内がずっと相馬郡の方まで3時間以内に広がっ
て･いくという評価になります」・

「250mSVが北の方ですね｣･

「そうです。ただし、データを連続して見ていますけれども、東風が支配的なのか、西風

が支配的かによ』って全然状況は変わってくるんですけれども、今のとごろ掌握できていま
せん。済み.ません」

「今の状況を刻々 と、とりあえず話を続けてください。官邸と」
「今の201mというのはどこら辺なの」

「これは5ikmです。ほぼ5kmです。101皿、20km，ぎりぎり20.kmの範囲ぐらいです」
「20kmのところはどのぐらいの線量なの」

「20kmのところが、250mSvです」．‘・

「250mSv/h」ですか。

「いえ､アワーではなくて､積算線量が250mSvです｡ただし、3時間ですので、この後､
更に時間が経過すると､線量はもう少し増えてきます」
「オフサイトセ･ンター側では、そういう判断みたいなものはあり得るんですかね。その判
定会とか、普通だったら、そういう機能ができているんですかね、そういうのは」・
「バﾜﾘー班より連絡します｡今､敷地境界のモニタリングポストが地震以降､使用できま
せんので、モニタリングカーをモニタリングポスト4番、ちょうど発電所の西側になりま
す｡．（．，．）をしていた下側､モニタリングポスト2番のと羊ろは引き上げさせて、当
社のモニタリングカーを移動中です｡放出が始まりましたら、モニタリングカー内での線

8
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量を確認しながら、南側方向に移動させます。逆に待機するような形になりますが、移動

させるような形で確認をしたいと思います」

「緊対室の線量状況を報告します。この部屋について、エリアモニターとγ線の値は0．01

4"Svで変化はありません。それから、中性子についても検出をされていません。以上で

す」

「コモリさん、この状況は､保安院とか、官邸とか、共有していますか」

「保安院と官邸はダイレクトで担当者が、この音声も含めてつながり続けています」

.[了解」

○質問者では、ここで一旦。ここの辺りのやりとりは、その後、退避をしていて、これ

も武藤さんとのやりとりですかね、ドライウェル圧力が520キロぐらい、一応、.それ以上

の上昇が、余り大きな変動が見られないという状況の中で、他方で作業も進めなければい

けないというところから、どうするかということももう一回考えませんかというような示

唆を受けて、所長の方Iま、これまでもおっしゃられているような、格納容器の圧力という

こ.ととともに、心配されている水素を測れというところですね。これは、格納容器が壊れ

る、壊れないという以前に、リークしたものが充満していくというころになってくると、

格納容器圧力からは計り知れない。今もでしエうけれども、どの程度の圧力になれば、ど

のぐらいの水素の発生が見込めるのかということはくこの時点では何も測る手段がないわ

けですね。それで、1号のときの比較からすると．、非常に怖い状況が続いているんだとい

うところもあって、ヤードに人を配するというのは極めて難しいと思うんですというよう

な発言になられているんですね。

○回答者そうです｡

○質問者これに対しては、武藤さんも、それに反論みたいな感じではなかったわけです

ね。その後、ずっと線量の測定とか、行っているんですが、今、画面にもちょっと出てい

たんですけれども、このころ、ベントでは、ウェットウェルベントということが1つあ､る

'と思うんですけれども、侭ライウェル側のところからベントするような検討みたいのは。

○回答者それは勿論、しています｡．

○質問者それもされているんですか。実際にはそれは、8号機に関してはされていない

んですね。

○回答者‘ウェットウェルを先行してしまったんですね。それをやっている間に爆発して
しまって、何か、圧が下がってしまったんですね。ずっと下がってきたんで、ドライウェ

ルベントをやるﾀイミングが､逆に言うと、検討はしたんだけれどもという状況だったと
思うんですね。

○質問者1号機はウェットウェルだけをやっていて、2号機はウェットウェルに加えて

ドライウェルもということの検討も､検討の俎上には上がっていたと。

○回答者3号機。
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○質問者ああ、3号機ですね。ただ、実際に弁を開けてとかいう、そういう操作までに‘
は至っていないということですね。． ：．．

○回答者そういうことです。ここで基本的に、多分、本店が検討している放射線評価で
すけれども、これはドライウェルベント.を想定していると思います。
○質問者のような感じですね。文脈からすると。

○回答者そうです。ですから、この時点でドヲイウェルベ坪トをイメージした評価を、

本店の！■■君の方でやっていたという状況だったと思います。
○質問者なるほど｡ではも検討にはもう入っていたという最中での3号機の爆発という
ことになったんですね。

○回答者そうです。．

○質問者では、次、33．確認なんですけれども、3号機が、作業していたら、退避命令
をかけて、それだけ危険な状況にあると。それは当然、保安院も官邸も、本店から電話を
通じて、オンラインでも通じて、状況は刻々 と耳に入っていてという状況の中で、これか
らごらんいただくところというのは、保安院とか官邸が、要するに､‘プレス発表の関係で
すね。この時点でプレス発表を止めている、止めていないというところですね。

○回答者プレス発表｡

○質問者要するに、これをごらんになって、何の場面かとい.うところを思い出していた
だきたいんですが、3号機の状況に関する情報について、今、ブﾚｽを止めているんだと
いうような。

○回答者そんな話は初耳でございまして、33のところですか｡・
『．

○質問者はい。9ページ‘そ.こか.らの流れ、若干まとまったところであるんで、ちょっ
とごらんいただいて、どういうあれだったのかというのを思い出せばお聞きしたいんで、
お願いします｡‘

（録画部分）

「1Fさん、聞こえます.か。1Fさん」

「吉田です」‘

「今、二、三、保安院から官邸に向かって共同して処理していますが、今、プレスを止め
ているそうです。プレスを今､止めているんです。それで、とにかく補給が開始されるも
のをじっくり見守るということにしているそうなので、水の（・‘，）などの状況につい

て、常に官邸と共有しますから」

「はい。了解」

「聞いていなかった、ごめん、何を官邸と何とかと言ったの｣‘・

'「今、官邸と保安院が.、本来、､プレスに流すんだけれども、今、止めているそうです」
「何を止めているの」

「プレスへ流すのを」

37



0

〃

0

）

「何を」

「情報を。今の」

「3号機の状況」

｢はい。それで､こつちも状況をとにかく今、見守るということにしているそうなので、
その状況を〈時々刻々変わつ．ているというのを二、三流すようにという指示です｣

「了解」

「済みません、自衛隊から提供いただく給水車は満タンでございます」

「皆さん、これから一番重要なのは、各原子炉のパラメータをしっかり見るということが

一番重要。それから、線量をしっかりと時々 刻々 、変化を把握するということが重要で、

これはまずキープしていきます。それから、今の対応策として一番重要な水ですね。補給

水の確保について、どの段階まで来ているかということを報告してください。水チームは

ややもするとここにいないんで、必ず自分のミッションでいなくなるときは、だれか連絡

員を置いて、聞かれたらすぐ答え．られるよ.うにしてくださ･い6今、聞きます。補給水は、

ろ過水のこのラインナップと水張りにどれぐらいの時間、リベントを張るのに、どれぐら

いの時間がかかるか、答えてください。だれに聞けばいいの」

○質問者ここで一旦止めていただいて。ここだけ見るとちょっとまたあれで、これは入

っていないんですけれども、36番の6ページを見てみますと、その次の録音と同じで。

○回答者9時52分から。

○質問者9時52分からですね。

○回答者わかり．ました。

○違いますね。ちよつとだけバージョンが違う。

○質問者バージョン違うんですか。タイトル1，3分の1.、清水社長とか、出てくるん

ですね。NHKの報道のことを言っている。本店の広報班が。

○回答者清水社長が出てこなければだめなんです。ここだ。違うな。

○質問者清水社長はその前から出てきます。その後ぐらいです。一番下に本店広報班と

ありますね。ここに、さっきのプレスを止めている｡という話なんで裁けれども、先ほど､

保安院の方から、止められていったとお話をしましたと。福島第一3号機の関係で、格納

容器圧力異常上昇に関する件ですが、先ほどNHKで、東京電力福島第-3号機の格納容

器の圧力が非常に上がって、作業員が一時退避したという報道がなされて、マスコミから

の質問が予想されますので、現状としては、スタンスとしてまず固めまして、できるんで

あればプレスをする。だめでも、このトー坪で口頭で回答させてくださいということで調

整をさせていただいていますというのがあって、この辺の流れを見ると、保安院とか、官

邸の意向なのか、要するに、国側の方が‘第一の8号機の格納容器が非常に圧力が上がっ

てきたという、この状況に関して、うがった形になるのかもしれませんが。

○回答者ちゅうちょしていますね。

88

叩



I

○質問者要するに、もう注水できているという状況にして公表しないと、それをしない

段階でしてしまえば､そこでまた混乱というか、いたずらに国民の不安をあおってしまう
というようなところが入って、それをそのまますぐには知らせなかったのかとも読めるよ

うなところで、ただ、基本的には本店対応ということになるんですかね、ここは。

○回答者なります6ここは私はほとんど記憶ないです。広報がどうしようが､'プレスを

するか、しないか、勝手にやってくれと、こっちは、現場は手いっぱいなんだからという
ポジションですから、しゃべっていることも、ほとんど耳に入っていないと思います。

○質問者それでちょっと何か、あれっという感じだったんですね。

○回答者はい6

○質問者基本的には、ここであるところの本店の広報班などが中心となって、その辺り

の報道関係の対応は。

○回答者やると。それから､さっきI岬撫脅題出てきましたけれども､彼が止められて

いますんで、止められていますんでと言っていたのは、本店 溌尻職：蕊職篭‘糊をやつ

ている|■■■なんですけれども、彼は官庁連絡班長です。とがそこを止めるという話なの
ど、広報班の方は、だれが言っているかわかりませんけれども、広報班長等がプレスをす

るという話と、官庁との連絡、そこでの話でありますので、どちらでも本店マターの話な

ので、発電所は知りません、こんなことは勝手にやってくれと、こういうことですね｡‘

○質問者要するに、国側の都合で、注水を始めたら餅ぐに知らせてくれ、その状況につ

いては刻々 と知らせてもらって、恐らく報道のタイミングを図っているんだと思うんです

ね｡それを本店の広報班なりが‘､■■さんかな､連絡する係が向こうに伝えて､タイミン
グを見計らって:と思っていたら、NHKの報道で抜けてしまって、一時退避の事実がです

ね。それで、これを踏まえた対応をしなければならないという流れになっていっているみ

たいなんですけれども、この辺はもう、現場としては、本店にお任せの。

○回答者そうです。外の話はもうお任せで、うちはだから、圧力が上がるというのと、
いつ水を補給しに行くかと。退避させた後ですね。そこだけで頭がいっぱいで、広報など

は知りませんと、こういうことです。．

○質問者これは8月14日の午前中の話で、今のは途中なんですけれども、省略してし

まって､次が36番のところです｡これ息注水の優先順位ですね｡時期的には､3月,4日
の10時半前後ぐらいの話ですね。､

（録画部分）

「そんなことで、（，。。）も御了解いただければと思います。（、．‘）よろしくお願

いします」

「吉田君さ、先ほど武黒さんから電話があっで、官邸（･･。）ね。電話中なの」

「官邸（・・・）」

「官邸の決定指示事項というのは、武黒さんからありましたdそれで、3号の冷却を10
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tで継続して、残りを、1号を優先して冷やせという指示がありました」

「わかりました」

「よろしくお願いします」

｢ﾛ圏君､剛君､今のやつ、（．・・）手順を早く決めて､現場で3号機の冷却を落と
して、1609/mに。それで1号機の冷却に入れということなんで、至急検討して、だれ

だ､唖■と■か｡検討した結果､いつからやるかというのを私に報告ください」

○質問者ここでちょっと。ここで､■さんから､官邸の決定指示事項ということで、
これは連絡などをずっとされてい圏撚説調になるんですね。

○回答者違う。|藤蕊篭認圖フエローのタカハシです｡
○質問者．別の方ですね。

r

○回答者フェローの高橋は、小森がいないときに、小森の代わりに、本部長もオフサイ

トセンターへ行っていましたでしょう。本部長というのは、武藤ですね。本店で武藤本部
長の代わりをやつだのが、副本部長の小森です。小森がプレス対応だとか､外へ出たとき
は、小森の代わりを高橋フェローがやった。さっき言った四というのは、ずっと官庁

連絡班で､官庁対応の情報をやりとりしていたのがmです｡|瀞聯測いるんで､や
やこしいんですが、官邸の武黒から電話があったと言っている人間は高橋.フェローです。

○質問者では、実際、フェローの方の高橋さんと武黒さんが。

○回答者何か連絡を取り合ったんだと思うんです。

○質問者これは3号機の冷却を10tで継続して‘というのは、要するに、10t。

○回答者パーアワーですね。

○質問者．パーアワーで水を入れるふうにして、残りの分は1号優先に冷やせという｡､

○回答者ま･だ､この時点で3号だけにしか入れていない｡さっきのあれで言うとですね。

1号も入れろというのがこの指示で、そのときに、今、出ている、入れられる量の分で、

3号機の方はまず10tして．､残りの部分を1号に入れなさいと。1号の冷却も並行してや
りなさいと、いわばそういう指示です。

○質問者こういう、細かいと言うと語弊がありますけれども、いろんなバラを見たりし

た上で、現場の方で､‘注水の中で、どういう性能でやっていくかとか、そういうふうにや
るような、そういうところについて、官邸から本店を通じて指示があったんですか。”

○回答者こればまつか途中でもありまして､官邸の中でいろんな解析をしたですとか、
保安院とか、私はよくわかりません。そこにいた人に闘い．てもらわないとわからないんだ

けれども、解析屋とか何かがそういう計算をしたり、1号機の注水をやめていると何時間
.ぐらいで危なくなるかとか、そういうことを確認計算した人がいるんだと思うんです。保
安院なのか、安全委員会なのか知りません。私は聞いたこともないですから。そういうと

ころの話があって､それが官邸辺りに、官邸のどこに行ったか知りませんけれども、そこ
から行って、武黒を経由して、こっちに来ていると思うんです。だから、向こうはこっち

''1
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は見えませんので占

○質問者いずれにしても、1号を優先して冷やせという、残りの部分はですね。実際、

そういう方向で取りかかろうということになっていたんですね。

○回答者はい。‘．

○質問者これは爆発の相当前になっているんですけれども、当時の状況としては、消防

車が来て、物揚場から消防車を引っ張って直列に並べて、逆洗弁ピットの中で水を補給し
ていくと。逆洗弁ピットの中から、1号と2号と3号に1台ないし3台という消防車を使

って、それぞれに入れていくというラインをつけて、3号機爆発時も入れていたのは1号

のみで、ほかはまだ待機状態という状況だったわげですね。

○回答者はい。

○質問者3号機が爆発する前、ちょうどこのころとか、これよりちょっと前の10時台、

要するに、退避命令が解除された後の作業中などは、9時20分に物揚場から補給するラ

インができ上がって､この時点で、例えば、素人考えで行くと、これで水がじ.やぶじゃぶ

と逆洗弁ピットの中に海水が入っていくわけだから、2号はまだちょっとあれとしても、

1号と3号は両方とも入れてしまえばいいのになとも思うんですけれども、この水量では

賄えない。

○回答者このとき、避難のタイミングはいつでしたか。

○質問者避難が、恐らく3月14日の6時40分とか、そのころに退避命令を出していま

す。

○回答者出しますね。解除はいつしたんでしたか。

○質問者その解除がはっきりしない。これを見ると。どこかでもう行けという話になっ

て。

○回答者さっきのところで、行かせますよと言っていましたね。とりあえず水の補給だ

けは行かせますよという形で、水の補給でこのラインナ･ツプを完成したんだと思うんです

けれども、記憶が本当にここは途切れてしまっていて、その次の爆発の話があるまでです

ね。

○質問者との辺は、i号、2号、3号とあって、2号はまだ、一応、この時点では。

○回答者2号はまだですれ。

○質問者だから、1号も水を入れなければいけないというのはわかっていますね。

○回答者わかっています。わかっているんですが、そのとき、結局、ピットの水が少な

くなったんで、メーキャップしに行った。とりあえず3号機がかなり中断していた時間が

長いんで、3号機に水を入れ続けないといけない。’号機は若干まだ余裕があるというの

は､さっきの話ではないですけれども､今までの注水量がかなりの量入れていますから、

そういう意味で余裕があるだろうという判断をしていたとは思います。

○質問者そうすると、その判断の根拠からすれば、1号も時間が、2時間、8時間、’4

時間、5時間、6時間たっていけば、また再開しなければならないという頭にはなるんで
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すね。

○回答者それは勿論あります。

○質問者だからくこの官邸の決定指示事項とb、うことがあるとないと問わず、いずれま．

た、2号がまだこういう状況であれば〈3号をやって、ある時期からは1号も入れるとい

うことは当然頭にあったわけですね。

○回答者あったと思います。

○質問者次が、爆発の後、夕方のころですね。

○回答者42番ですか。

○質問者42番ですね。今度は、・3月14日、爆発して、今度、2号機の方もROIC止ま

って、このころはベントをして、2号機のサプチェンの水温だとか圧力が非常に高いとい

うことから、ベントラインをきちんとつくって減圧操作をしましょうというような状況に
なっているところで､今からやるところの前のところに､所長のお言葉で、「済みません、

吉田です。サイ．トの皆さん、聞いてくださいpもう．－度、ちょっと頭を整理します。一応、

今、計装の方で.、2号機の減圧注水に向けて最後のベントラインを生かすという操作をや
ってもらっているところで､現時点の目標で言えば､mAFが17時30分という最新の予想
が出てぎましたので、17時、5時をもってSR弁を操作して減圧し、注水をするという操

作に入っていくというこ．とを決定しました」と。だから、今、この時点では、ベントライ

,ンを生かすという操作を減圧注水に向けてやっているという時期で、何とか、TAFが17
時30分なので、その30分前である.17時にはSR弁を操作して減圧して、水を入れてい・

こうとくゼロを切るのを防いで、水をどんどん入れていきましょうと･いうような決定のよ

うな形を出して、それで動きますというふう･にしていた後のところからなんで、それをち
ょっとごらんいただけますか。

（録画部分）

｢本店の高橋明男さんが1Fの吉田所長と話をしたいと言っていますので(･･･)」
「吉田さん、今§.電話に出ています」

「今、官邸から、（・・・）か何かで、2号を起動しろ、注入を開始しろというのは行っ
ているはずなんですよ6それを言おうと思ったんで、武黒さんを通じて、今、その話が行
っているんではないかと思います」

「はい、わかりました」

「高橋さん、今、所長はその電話中です」

「済みません、本店に確認したんですけれども《先ほど2Fで消防車を受け取って1FM､
持っていけと言われたんですが､来たのは消防士4人であって､消防車が来ていません｡
このまま行っていいんでしょうね」

「そのまま行ってください。消防自動車を打つんでした。申し訳ありません」

「消防士を連れていけばいいんですね｣
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「そのとおりです。エステイマに乗ってきた消防士を連れていってください」

「わかりました。（．，。）連れていきます」

「ありがとうございます」

「増田所長」．

「はい、増田です｣

「皆さん、聞いて。本店の方も聞いてください。今、安全委員長の斑目先生から電話があ
りまして､‘格納容器のベントラインを生かすよりも注水を先にすべきではないかと。要す

るに、減圧すると水は入っていくんだから､そこは待たないで、一刻も早く水を入れるべ
きだというサジェスチョンが安全委員長から来たんですが､そのサジェスチョンに対して、

安全班、それでいいかしら、こういう中で｣．

「サプレッシヨンチェンバの水温が･180度を超えてきて、蒸気がサプレッションチェンバ

に落ちても恐らく凝縮しないということは減圧が見込めない。そうなると、（，。．）水

がそれだけ（．．。）出てきて.、多分、減圧できないということを恐れ､ているというのが

実態です」

『サプレッションチェンバは水温がもう100度を超えているんですよ」

「その話は斑目先生（．。‘）」

｢済みません｡本店､■です｡吉田所長」
「官邸から、水が入らない可能性が高いと（・・‘）」

｢吉田所長｡■■■さんj
『はい」

｢本店､■です｡’88度の経緯はわかっています｡蒸気は200何十度ありますねjそれ
が138度になると一旦水が落ちるんですよ。凝縮すれば確かに落ちますけれども、その結

果として炉内圧力、若干上がると思います。だけれども、凝縮すれば、失われているとい

うことではないと思います」

「では、いいですか、これで」

｢今の■君の話は上げる？」
「ベントを開ける前にやってしまってもいいということ。もう冷却した方がいいという話

ですね」

「いや、冷却ではなく､て、ベントをすることは問題ないと思われているということです」

「今、違うんでしょう、冷やすの」

「違うんです。今の方では、ペントラインできる前に減圧して水を突っ込むべきだという

のを斑目先生がおっしゃっている」

「その場合の（。・・）は、サブレ･ツションチ‘エンバの水位がこのまま上昇を続けて、現

在、水位不明だと思いますけれども、ウェットウェルベントラインが埋まるということの

懸念があると思っています。現在も埋まってb､る可能性はあると思いますが、早目にベン､

トしないと、ウェットウェルラインが生かせなくなるというところを懸念します」

48

ノ



）

）

今』

「現場から言うと、斑目先生のおっしゃるとおりだと思っていいんですか」

「違う。違うんでしょう」

「サプチェンからのベントをトライすべきではないかということです」・

「だか.ら、銑プチェンからのベントを今、トライしているんです」

rですから、炉注を継続するということよりも、炉注は減圧してやるということを前提に

ベントをすべきではな･いかということです」

「ちょっと現場はわからないんだけれども、斑目先生と所長､何が違うんだつけ｡我蕊は、

ベントは今しているわけよ」

「そ．ういうことですね」

｢それを冷やしてから減圧して注入しようとしているんだけれども、斑目先生は､サプチ

ェンからの減圧はベントラインを生かす必要はなくて、まず突っ込みなさいとおっしゃっ

ているんですよ」

「そこは、あったんだと思うんですが《結局、最後に炉心損傷してしまった後のことを考

えると、ドライウェルベントしかなくなるということに対する懸念で、先にまずサプチェ

ンからのベントをやった方がいいんではないかと思うわけです」

「思うのはいいんだけれども、今はもう時間がなくて」

「あっ、済みません」

｢安全委員会委員長並びに保安院長並びに官邸の方から、もうすぐ操作やりなさいとおっ

しゃっているから、それでいいんですかと聞いているんです」

「今、要するに、残りとしては、100ミリ＋（．．．）.1,000ミリで1,100ミリだと言っ

たら〈一応、御納得はいただけたというふうに考えております」：

「そういうこと。はい」

「だから、我々のやり方で認めていただいたということね」

､｢そういうふうに認識しております」

「それで、吉田君さ、、さっきから言うと、大体、もうベント弁開いてなければいけない時

間なんじゃないの」

「そうです。だから､･そこを確認した。5時なんだけれども、早くベント弁を開ければ（.。

．．）そ．こはどうなの」

.｢今、接続作業を行っています」

「えっ」

･｢まだです。待ってください」、

「だから、ちょっと待ってくださいではわからないんだよ」

「できれば、可及的速やかに、5時を待たずにやるということも視野に入れてやるという

ことでいいですか」

「それでやってください」

「はい。わかりました」
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「福島第一の保安グループからお願いです｡1Fで手伝ってもらった柏崎のメンバーが今、

2Fのビジター室の前にいます。ピジターハウスの前で、1Fから来た人は、呼ばれてい

るのに入れられないということで」

○回答者これもどうでもいい。

○質問者ちょっと止めてくれますか｡その次のページ､本店の清水社長が出てくるんで、

その辺りから｡

（録画部分）

「（，。．）おきないんで。ただし、5時なんだけれども、5時で取るんですが、ベント

ラインが動作できれば、可及的速やかに、5時を待たずにやるということも視野に入れて

やるということでいいですか」

「それでやってくださいj

「はい。わかりました」

「許可をもらいたいんですが」

「お願い.します」

「済みません。今のラプチャーベントラインの（・・。）説明します」

「今、電源を投入したんですが、動きが感じられないということで、空気側はコンプレッ

サー動いておりますが、空気側の圧力が平坦露ない可能性があるので、今、確認をしなけ

ればいけないという状況です」

「これは．どれぐらいのスピードで」

「これは圧が見えないので、動くまで待つしかないので」

『吉田さん､清水です｡斑目先生の方針で行ってください｣
.｢はい。．わかりました」

「それでやってください」

[園■■さん､ロさん､今､話聞いていた?ﾗブﾁｬー ベﾝトラインは時間がかかる
と、これはこれでやってくれ。（‘･’。）絶対重要だから、それはそれでやってください。
ただし､これを待っていると､ますます燃料が危険な状態になってくる可能性があるから、

操作の方に行くということでいいですか」

「イエス。それでやってください」

「はい。本店の社長指示出ましたけれども、技術的に、武藤本部長、大丈夫ですか｣。．

「大丈夫だよ」

「いいですか。もう一遍整理します」

○回答者これは私ではないです。1Fではないです。タカハシです。1Fはだれも入っ
ていない。高橘フェローです。本店です。，
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ここは、社長から言われたのは、何度も武藤本部長、大丈夫ですかと聞いているのは、

社長を信用していないですから。技術屋でばないですから。だから､本部長､大丈夫です
かということを、技術的な念を押しているということなんです。武藤からの返事がなかっ

たものですから。あのとき･はオフサイトセンターの中にいたんだよね。いなかったのか。

どこに行っていたんですか。

○・福島の県内にはいた。

○回答者勿論。このときには、ここからどこかへ移動しているわけではないと思うんで

す。オフサイトセンターの中のどこか、別のところにいたかもしれない。

（録画部分）．

「斑目先生のやつでいいんですね」

「では、いいですか。別枠のベントラインの復旧工事は並行してやってください。その上

で､皆さん、4時30分から減圧操作を開始するということで､準備できますか｡大丈夫。

だめだったらだめと言ってくれればいい。操作側から言うと、16.時30分に操作を開始と

いうことで、準備に来てください。（・‘・）決めてください」

「（・・・）最終的に本部長にもらいますけれども《順番だけ確認したいと思いまず。一
番右側のボードに書いてありますけれども、最初に海水から逆洗弁ビッドへの運転してい

･t

ることを砿認｡これはもう運転していると思います。次が、逆洗弁ピットから2号の炉心

に注入するラインができ上がったところで、④のSR弁の開操作に入る。プラスマイナス

ゼロで密度補正すると」

「斑目先生、そんな余裕ないんではないかと言っているんですよ。

入れない」

.｢もう’（.．，）やってしまおう」・

「"（・・・）をして､･減圧操作を行います」
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「何分、減圧操作（・．．）」

「ごめん、吉田さん。ベントやっている人は危険はないですか、その場所は」

「ベントのラインをやっている人は危険はないです」

「ない。はい」

「逆洗弁ピットへ」

「ないからいいんだよ。ややこしいこと言うな」．

「では、指揮者はでかい声で発声してやってください。16時28分、減圧操作の指示を行

いました」

「減圧操作、第一、16時28分。これはあれかな、関係箇所に連絡かな｡よろしくお願い
します」

「済みません、通報の方、よろしくお願いします」

「通報は既に実施しております」．

○質問者今、ずっと斑目原子力安全委員長からの連絡があって、それから、しばらく電
話のやりとりなんかがあつ･て、この流れを見ると、まず、電話があったのは、42番のとこ

ろからですけれども、本店の高橋明男さんというのは､フェローですか。
○回答者フェローです。

○質問者高橋フェローが吉田所長とお話がしたいというふうに言っているときに、ちょ

うどその電話に出ておられたとき､これがもう既に斑目さんとお話をされていたんですか。
○回答者はい。

○質問者最初､電話のときというのは、いきなり斑目さんが電話をしてくるんですか。
○回答者このときは何かびっくりして､いきなり電話に出た､斑自も､渚乗らないんだ
よ、あのオヤジはですね。声から、何かば－つと言っているわけですよ、喚き､散らしてで

すね。

○質問者斑目さんがですか。

○回答者斑目が。

○質問者あの人、そういう人なんですか。

○回答者もうパークっている。これ、こうで、こういうわけでと言っているわけです。

何だ、このおっさんはと思って、聞いていると､｡どうも斑目先生らしいなと思って、はい
はいという話をしていて、何でずかという話をして、そうした.ら、今はもう余裕がないか

ら、早く水を突っ込め、突っ込めと言っているわけですよ。･今、ベント操作しているんで

すけれどもという話をしたら、ベントなどをやっている余裕はないから、早く突っ込めと

言っているんですよ。そこからこっちにやりとり（．．．）斑目先生とか、保安院長が隣
にいたんです、多分ね。

○質問者そのときは、保安院長とか、ほかの人が代われ代われとかと。

○質問者斑目先生がだ－つとしゃべる前に、結局、メインは斑目先生と話をしたんです

§
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が、最初、斑目さんが出てきたんではなくて、だれかが出てきたんです。それは保安院長
だったか、私は忘れてしまったんですけれども、保安院か、どこかの人が出てきていて、

そこと話をしていたら、途中から斑目さんが名乗りもしないで、こうしろということをお
っしゃって、だれだ、このおっさんはというところへつながってくるんですけれどもね。
どうもこの声を聞いているど｛度を失った原子力安全委員長だなと、何となく声の1,-ン
からわかったということです。

○質問者そうすると､電話の向こうiこいた面々は､2号機が非常に危うい状況だという
ことは認識されておったんですね&

○回答者と思います。

○質問者それで、早く水を入れないと危ないというところで、そうい･う。．
○回答者ずづと前から、要するに、1号、3号、優先しているという話をして､水がビ
ｯﾄにないから、3号､’号だよと言っているときから哨邸が2号早くやれ､2号早く
やれと言っていたわけですからくそれで多分､メンバーがいて、その連中がデータを見て、
危ないと。うるさいって言ってるんだよ、こっちはやりたいんだ《当たり前だと．だけれ
ども、条件が整っていないでしょうと。ベントの話もあるし、さっき言いました凝縮する
にしても、100度を超えているサプレッションチェンバで本当に凝縮するのかとか、.炉圧
が下がるのか、格納容器圧力が下がるだろうから、勿論､･炉圧が上がるだとか、炉圧が下
がるだとかいうことも、初めての経験ですから、よくわからないという中でやっているわ
けですね。

○質問者これ、流れからすると、斑目さんは今すぐにでも水を入れろということで行き
ますね｡本店の■さんが言っていたことは､結局､現場の方でやっていたこと｡
○回答者そうです。早くベント、おまえが言っていることはわかっている、こうなって
しまうんです。何を言っているんだと、違うことを言っているんだろうと、それは大丈夫
かどうか聞いているんだということで、この辺ば完全に頭に血が上っているんですね。
○質問者結局､そういうので、当初はそれで、この流れとしては､斑目先生、そうは言
うものの､本店と現場としては､まずベントラインをつくるのが先決だよねということで、
一旦そういうことでやろうという感じになっていたんですね。
○回答者そのまま継続しようとしたんだけれども､ただ､べﾝﾄがね､ここもまた■
が登場してくるわけですけれども、どうなっているんだ.と言ったら、なかなかできません
という、できない話が入ってく･るんで、だったら今まで言っていたシナリオ全部狂ってし
まうではないかと、では減圧するしかないのかという話をしているときに、清水社長が、
技術的内容を理解しているかどうか知りませんが、やりなさいということをおっしゃるわ
けですね。

○質問者清水社長は．、現場にこれをやれとかいうふうに、今回の一連の中では。
○回答者初めておつしや1つたんではないですか、このとき。

○質問者それで､斑目先生の方式で行ってくださいということだったんですね｡それで、
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結局、それに着手をして、16時30分前後ぐらいから減圧操作を開始すると。実際、減圧

操作、その後、かなり手間取ってしまったんですね。

○回答者バルブが開かないと。（．．．）が開かない。

○質問者例えば、その前の経験だと、、3号機などは9時8分から9時20分ぐらいの間

に減圧し,ていてということで来たけれども、結局、時系列を見ますと、18時ぐらいの段階

ではまだ5.4MPaで、19時03分に0.63MPaまで一気に下がっていると。4時半からだ

と、7時ぐらいまでは2時間半ぐらいの間、ずっと四苦八苦して、減圧操作されていたと

i,うことになるわけですね｡その間は､横から電話とかなかったんですか｡おまえら何を
やっているんだみたいな。

○回答者それはなかったですもあったというか、ちょこちょこと毛すね。ビデオは映っ

ていないですかね、その後は。

○質問者いや、映っているんではないですかね。

○回答者私も記憶ないんですけれども､'私は何せ焦っていたんで､早く減圧させろと。
S3が開かない、開かないと言っても、私自身、パニックになっていました。

○質問者．議事録の中で、見ていると、SR弁がどういう状況にあるのかというので、例

えば、最初に起こる、ちょっと失敗したとか、いろいろ書いてあって、パワーが足りない

とかですね。

○回答者バッテリーのですね。

○質問者ということが、ちょこちょこ出ているんですね6

○回答者新たなバッテリーを持っていけとか、．たしか、そんなことをやっていたと思う

〃ですけれども、バッテリー予備ないのかとか、それは私のイメージだと、現場で早く上

げろ､．早く上げろと横にせつついて、当直長に電話しているわけです｡このとき、またや
やこしいのは、当直で上げるのか、保修で上げるのか、．下らないことを言っているわけで

すよ。ばかやろう、何やっているんだと言って、上げろと言ったら上げるんだと､､そうい

うことを言っていたような記憶があります。役割分担なんで話ではないだろ}う．と。

○質問者当直と復旧班が一緒に行っているようなものもあるんですけれどIも、あれは結
局。

○回答者あります。運転員はものが正常になる状態では操作というのはできますけれど

も、バッテリーをつなげるとか、その辺は復旧班で､計装屋がフォローしないとできない
んで、一緒にやっていくんです。操作どつちがやるんだと.か、下らないことを言っていた

ので、激怒していたと思うんです。

○質問者この後ぐらいに、要するに、SR弁がなかなか開かないというところから、夜

に行くぐらいのころ、本店も含めてなのかどうかはともかく、実際の退避は2Fの方に行

っていますけれども、退避なども検討しなければいけないのではないかみたいな話という

のは出ていた。

○回答者出ていますと.いうか、これは、余りに大きい話になりますし､.そこでうちの本

8
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店から言ってきたわけではなくて、円卓で言いますと､円卓がありますけれども、廊下に

も協力企業だとかがいて、完全に燃料露出しているに．もかかわらず、減圧もできない、水

も入らないという状態が来ましたので、私は本当にここだけは一番思い出したくないとこ

ろです。ここで何回目かに死んだと、ここで本当に死んだと思ったんです。

これで2号機はこのまま水が入・らないでメルトして、完全に格納容器の圧力をぶち破っ

て燃料が全部出ていってしまう。そうすると、その分の放射能が全部外にまき散らされる
最悪の事故ですから。チェルノブイリ級ではなくて、チャイナ‘シンドロームではないでう‐

けれども、ああいう状況になってしまう．。そうすると、1号、3号の注水も停止しないと

いけない。これも遅かれ早かれこんな状態になる。、．‘

そうなると、結局、ここから退避しないといけない。たくさん被害者が出てしまう。勿

論、放射能は、今の状態よ.り、現段階よりも広範囲、高濃度で、まき散らす部分もありま

すけれども、まず、ここにいる人間が、ここというのは免震重要棟の近くにいる人間の命
に関わると思っていましたから、それについて、免震重要棟の．あそこで言っていますと、

みんなに恐怖感与えますから、電話で武藤に言ったのかな。1つは、こんな状態で、非常

に危ないと。操作する人間だとか、復旧の人間は必要ミニマムで置いておくけれども、そ

れらについては退避を考えた方がいいんではないかという話は．した記憶があります。

その状況については、細野さんに､･退避するのかどうかは別にして、要するに、2号機

については危機的状態だと。これで水が入らないと大変なことになってしまうという話は

して、その場合は、現場の人間ほミニマムにして退避ということを言ったと思います。そ

れは電話で言いました。ここで言うと、たくさん聞いている人間がいますから、恐怖を呼

びますから、わきに出て、電話でそんなことをやった記憶があります。ここは私が一番思

い出したくないところです、はっきり言って。

○質問者武藤さんと細野さんは一緒にいるわけではないから。

○回答者全然別です6ですから、本店です。武藤だったか､だれだったか、私も忘れた

んですけれども､そんな話ができるのは武藤ぐらいしかいないと思って､あのときですね。

○質問者それに対して、おこ方、武藤さんなり、本店側の人間に対して電話したときの

向こうの反応はどうでした。．

○質問者別にどうということではなくて、そうい,う状況かということなんです。それで

OKだとかくそうではないとかいう話ではないんですけれども、私は、そういう危険があ

るよと、わがったと、そういう感じなんですね。私の行動としては、廊下にいた協力企業

の方のところに行きまして､みんな､よくわからないでぼ－つと見るなりしていますから、

どの人たちを巻き込むわけにいかないと思って､一生懸命やってきましたけれども、非常
に大変な状況になってきて、皆さん、帰ってくださいと。退避とは言わないです、帰って

くださいと。．（・・・）帰っていただければというお話をして､.あとはこっちに持ってき

て、こっちも声なかったですよ、その時点。あとは待つだけですから。水が入るかどうか、

賭けみたいなものですから。それだけやづたら、あとはほとんど発言しないで、寝ていま
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した。寝ていたというか、荘然自失ですよね。

○質問者それは、SR弁がなかなか開かないとか。

○回答者開いたんです。開いたんですが、.なかなか圧が下がらないところから、SR弁
を開けるところはまだ操作ですから、何やっているんだ、どうなっているんだとなるんで

すけれども、SR弁が開いたにもかかわらず､圧が落ちない｡そら、見たことかと。結局、
サプチェンの方が高いですからね。落ちないんではないかと。落ちないで、燃料がどんど

ん水位が下がっていっているなと。，

もう一つは､余り．時間がなかったものですから、ポ坪プが､消防車の燃料がなくなって、

水を入れるというタイミングのときに､炉圧が下がったときに水が入らないと。そこでも
またがくつと来て、入れに行けという話をしていまして、これでもう私はだめだと思った

んですよ。私はここが一番死に時というかですね。

○質問者パラメータを見ると、減圧操作が一旦されたと見られる0，8とか、0．7とかい．

うところまで、8月14日の夕方に落ち込んできている。'0,5ぐらいまでですね。それから
またしばらくすると、9時ぐらいですかね、8時54分とか、そのころになるとまた1を

超えてきたり、また0.4ぐらいまで落ちてきたり、今度また1，2，3まで上がってきた

り、ずつと一定になっていないんですね。結胤､また入れなくなってくるんですね､､この
状況だと。SR弁で、こういうときは更に減圧をしてとかいうのを繰り返すとなるんです
か。

○回答者このときは、結局、何で圧が上がっているんだ､バルブ開いているのかという
確認をして、多分、その操作をさせたと思うんですけれども、何せ、ここは私の記憶から
全部消したいと思うんです。ここを思い出すと、トラウマみたいなものですから。
○質問者14．日の、今のお話は夜中のお話になるんですね。

○回答者i9時ぐらいからですかね｡実際はですね。
○質問者．パラメ.－タを見ると、20時54分に1.170まで行って、そこから1．3とか、1．
4とかまで上がっていって、また21時20分に一旦0．8，0．6，0．5と下がるんですね。し

ばらくそれを維持していたんですが、22時50分に1．8，23時に2，07，2‘65，3‘15と上が
ってきて､:また28時30分から下がってきているようですね。－且また下がるんだけれど

も、今度ずづと行くと、また1を超えてしまう、2まで行ってしまうというのが、夜中の
零時から1時にかけてぐらいあってというのがずっと繰り返して､大体このころの時間帯
の話になるんですかれ。．

○回答者その前の段階で､一回下がったところはいいんですけれども、下がったところ
ぐらい、要するに、9時とか、ここで炉注ができてい恥ぱいいんですけれども、ここで炉
注が整わなかったんで、ここで燃料を入れているんですよ。ここで一回、私はがくつと来
てしまったわけです。何だ､水入っていないのかとb入っていかない､燃料切れましたと。

ばか言っているんではないと言って､■の頭をぶん殴ってという状態でさせたと。
○質問者ようやく減圧して1を切った、21.時とか、21時20分とか、その､ころにちよう
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どタイミング悪く燃料切れみたいな、そういうのがあって、またやらなかったら、また上

がってくるということなんですね。

○回答者そうです。これもどこで燃料入れて、水が入ったか、覚えてい輯いんですげれ

ども、その後、下がっているんで、やはり水が入ったと思うんです。水が入ったら、逆に、

今度は、水が加熱した燃料に触れますから、ふわっとフラ･ツシュして、それで圧力がぐっ

と上がってしまつ.たという現象だと思っているんですけれども､また水が入らなくなる。

そういう形で若干落ちてきて、そうし$う現象だと私は思っているんですけれども、解析を

やってみないとわからないですjいずれにしても、かなりこれは損傷して、メルトに近い

状態になっていると私は思っていましたから。

○質問者14日から15日のかけての夜ですね。

○回答者はい。‘

○質問者そのときは、実際、協力企業さんたちは帰られたんですか。

○回答者まず、廊下にいる人はほとんど帰ったと。

○質問者当時ですと、本部に詰められている東電の社員の方々 いますよね。その人たち

はどう。

○回答者本部といいますか､サイトですね｡免震重要棟｡そのときに、■■君という総
務の人員を呼んで、これも密かに部屋へ呼んで、何人いるか確認しろと。協力企業の方は

車で来ていらっしゃるから、（・・・）。うちの人間は何人いるか確認しろ。特に運転・

補修に関係ない人間の人数を調べておけと｡本部籍の人間ばしょうがないですけれどもね。

使えるバスほ何台あるか。たしか2台か3台あると思って、運転手は大丈夫か､燃料入っ

ているか、表に待機させろ.と。.何かあったらすぐに発進して退避できるように準備を整え

ろというのは、・こんなところに出てきていませんが、指示をしています。。

○質問者それは、2号機とか4号機がああいう感じに、15日の6時になりますね。それ

よりももっと前にそういうふうにして。

○回答者．ずっと前です。2号機はだめだと思ったんです、ここで、はっきり言って。

○質問者それは3号機とかよりも2号機。．

○回答者3号機は水入れていましたでしょう。1号も水入れてい･ましたでしょう。水入

らないんですもの。水入らないということは、ただ溶けていくだけですから、燃料が。燃

料が溶けて1,200度になりますと、何も冷やさないと、圧力容器の壁抜きますから、それ

から、格納容器の壁もそのどろど‘ろで抜きますから、チャイナシンドロームになってしま

うわけですよ。今、ぐずぐずとは言え、格納容器があり、圧力容器、それなりのバウンダ

リを構成しているわけですけれども．、あれが全くなくなるわけですから、燃料分が全部外

へ出てしまう。プルトニウムであれ、何であれ、今のセシウムどころの話ではないわけで

すよ。放射性物質が全部出て、まき散らしてしまうわけですから、我々 のイメージは東日

本壊滅ですよ。

○質問者それで準備は一応、最低限の人間を残そうということで考えておられて、その

b
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後《すぐに退避というふうになっていないですね。

○回答者それは､水を入れに行ったわけでずよ。水がやっと入った応ですよ。入ったと
いう兆候が出たんで、そこで、水入ったというふうに喜んで、あとはずっと水を入れ続け

るだけだというこどで､忘れてしまいました、はっきり言って、ここは忘れたいんだけれ
ども、余りここの時間を取りたくないんですけれども、忘れてしまいましたけれども、や

っと助かったと思ったタイ･ミングがあるんです。

○質問者それで、しばらくは。、

○回誉者水を入れ続けるじかないんで､悪いけれども､あとは燃料補給してくれという
．ことで、ずっと燃料補給をお願いしてでずね。：

O質問者水位は出ていないですけれども、3月15日の1時10分から20分ぐらいの間
以降、0．63とか、その辺り、ずつと、0．65とか、この辺はも．う水が入ったというような6
○回答者入っていると思っています。確実に入jっている。．

○質問者それで、皆さん、退避せずに踏みどどまってやっておられた。．

○回答者そうです。

○質問者そのころに、本店でばなくて、サイト内のある方のメモ書きなどによると、か

なり詳細にそのときのことかなと思われることが書かれているんですけれども、当時、死
ぬか生きるかみたいな思いをずっとされて、やってきていて、5時ぐらいに菅さんが来ら

れて。

○回答者本店ですね。

○費間者本店の方に｡本店の本部のところで､テレビ会議室から映るところに来られた。
○賛間者あれはテレビ会議室なのかどうか､私はよくわかりません｡本店の状況はよく
わからないんですけれども．、菅さんが来るということで､菅さんの席を設けて、こちら側

に取締役が座るような席がずっと映っていました｡本店のビデオというが､テレビ会議の。
その状態で､5時を待っていたような感じなんですよ｡､5時ではなくて、ちょっと過ぎた
ころだと思うんですけれども、菅さんがそこにあらわれて、最初、清水社長とか、勿論、
勝俣会長以下、常務以上だと思うんですが、部長もいたかわからない､私はそこは見てい
ないんで、本店で聞いていただくのが一番正碓だと思うんですけれども、いて、そこで菅
さんが、何でこんなにたくさん集まっているんだと。細かい話は忘れましたけれども、か

.なり態度悪<、怒り狂って喚き散らしていたという記憶はあります。

○質問者全部ではないんでしょうけれども、そのときの書き取った人なりの印象に残っ
た言葉が書かれているところがあるんですけれども、そういうことがあったのかどうかの

確認なんですけれども、ここで、私があつと．思ったのが、撤退はないとか、命を賭けてく
ださいとかですね｡。

○回答者それは言っていました。

○質問者そういうことを言っているんですね。その前に、今、話を確認させていただい
たら、細野さんなりに、そういう危険な状態で撤退ということも．。
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○回答者撤退というのは、私が最初に言ったのは、全員撤退して身を引くということは
言っていませんよ。私は残りますし、当然、操作する人間は残すけれども、最悪のことを
考えて、これからいろんな政策を練ってくださいということを申し上げたのと、関係ない
人間は退避させますからということを言っただけです。．

○質問者恐らく、そこから伝言ゲームになると､伝言を最後に受ける菅さんからすると、
ニュア‘ンスの伝え方があると思うんですね。

○回答者そのときに、私は伝言障害も何のあれもないですが、清水社長が撤退させてく
れと菅さんに言ったという話も聞いているんです。それは私が本店のだれかに伝えた話を
清水に言った話と、私が細野さんに言った話がどうリンクしているのかわかりませんけれ
ども、そういうダブルのラインで話があって。

○質問者もしかすると、所長のニュアンスがそのまま、所長は、結局、その後の2号機
のときを見てもそうですけれども、円卓のメンバーと、運転操作に必要な人員とか、作業
,に必要な人員を最小限残して、そのほかは退避という考えでやられているわけですね。
○回答者そうです。

.○質問者菅さんは、それもまかりならんとい．う考えだったのかもしれませんけれども、
撤退はないとか、命を賭けてくださいとか、遅いとか、不正確とか、間違っているとか、
あるいは、これは日本だけではなくて世界の問題で、日本が潰れるかどうかの瀬戸際だか
ら､最大限の努力をしようとか､そんなのが延々と書がれてあるんですよ｡ﾆｭｱﾝｽ的
にはそういうニュアンスですか。

○回答者そんなニュアンスのことを言っていましたね。

○質問者来られたのは、閣僚というのは、海江田さんとかは来られたんですか。
○回答者菅さ.んと、官房長官が来たのかな､海江田さんはあのときいたのかな、よく覚
えていないです。ここは、済みません、どっちかというと、私の記憶より本店にいた人間
の記憶の方が正しいと思います。

○質問者本店の人が記憶どおりきちっと勇気を持って言っていただくのが一番いいんで
す け れ ど もね。．．
○回答者言わないですね。

○質問者もう少し私のことを信用してくれればいいんです。
○回答者そのメモは、ほとんどそのようなことをおつ．しやっていると思っていただいて
いいです。そのタイミングで〈うちはうちで、例の2号機のサプチェンがゼロになって、
音が聞こえたので退避しますと。さっき言った意味でですね。必要ない人間は退避します
という騒ぎが朝あったときに、ちょうど菅さんが来ているときに、テレビ会議で《その辺
でとりあえず（・・・）

○質問者2号機に異変が生じて､必要人員残して退避というような､その状況のときに、
例えば、菅さんなりがテレビ会議を通じて、こっちに状況を聞いてくると．か、そういうこ
とはなかったんですか。
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○回答者このときはそれ以上のことは漆くて、細野さん、これは危ないでずというか、

まだ水が入る前ですね。水が入らなかったらえらいことになると。炉心が溶けて、チャイ

ナシンドロームになりますということ､と、そうなった場合は何も手をつけられないですか

ら、1号、3号と同じように水がなくなる、同じようなプラントが3つできることになり

ますから、凄まじい惨事ですよという話はしていました。

○質問者それは細野さんに対して、電話でですか。

○回答者電話じました6．

○質問者そのときは、携帯電話｡､ピッチか何か6

○回答者向こうの携帯にこちらから、本店経由。本店経由というのは、うちのPHSは、

園どいう､本店を回してから園を回すと一番がかりやすかった｡■を押してから､携
帯番号の090というのが、こ.つちからかけるときに一番かけやすかった.んで、それでかけ

＃．●

た。．

○質問者こつちで使うのはピッチを使うわけですか｡、

○回答者そうです。

○質問者そうしたら､本店を介.して、細野さんとつながって。

○回答者．そこはダイレクトなんです。本店･というよりも、回線的に本店の回線につなが

るだけで、通話はいきなり細野さんの携淵とかかる。．

○質問者電話の相手はいきなり細野さん｡
QQ

o回答者，細野さんに話した。

○質問者細野さんは、最悪の事態です鰄それは。それについて何か。

○回答者ああ､.そうですか､所長の言う緊急事態というのはよくわかりました､ただ、

.まだあきらめないで頑張ってくださいという.ことを言って、その状態だったと思います。

○質問者細野さんは、そうしてみたときに、電話でのやりとりが多かったんだと思うん

ですけれども、対応として、例えば、菅さんはああいうも

○回答者細野さんは比較的というか、常に冷静でしたね｡声を荒らげることもなくて、〃

そちらの状況はいかがですかと。こちらの情報をお話ししたときに、､こういうことでよる

しいですかと、厳しいかもしれないけれども､･頑張ってくださいと。．

○質問者そうですか。では、例えば、意思決定などをするに当たってとか、現場でいろ

いろ実施をしようとするときに、そこで混乱するなどということはないわけですね。

‘それで、3月15日の6時ぐらいに異変が生じて、最初は2号機の圧力が一気に低下し

ていって、それから、衝撃音がじたということが合わさって、最初の報告のときは2号か

･ら報告が来てミ2号であったんだろうという、この音と結びついてですね。その後､･今度

また4号の方という話も来るわけですね。しばらく人員が少なくなる。

○回答者バスで退避させました。2Fの方に。

○質問者このときというのは、例えば、さっきの引き続き爆発音というか、何があるか

わからないから、しばらくは現場で作業とかはできないですね。ただ､注水の、例えば。

』
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○回答者それは、どちらかというと、ストップして何したかというと、周辺の放射線量
だとか、そこをまずしっかり測れと。だから、何かあったと。何かあったから、まずは引
き上げろと。一番重要なのは、放射線量が急激に増加する、格納容器が破れると･いうこと

で、急激に放射線量が上がるわけですから、それをまず確実に測定して連絡しろと。その
値を見て、どう操作をするかとか、次のステップを決める、こういうことですから､.まず
はそういう対応をした。

○質問者その後、例えば、パラメータとか、要するに、何が起こったかと。

○回答者中央操作室も一応、引き上げさせましたので、しばらくはそのパラメータ･は見
られていない状況です。いずれにしても、まずは放射線量がどうかとい効ことで、それが

大きく変化するようであれば、またそれは考えないといけませんし、まずはそこをしっか

り見ましょうと。

○質問者当時はこんなのがわかっていたのかどうかも定かでないんですけれども、これ
はどういう意味なんですか。3月16日のこの辺り、原子炉圧力がマイナス。．

○回答者データは、16日の1時ですね。2号機は､パラメータがわけがわからない状態
になっていて、サプチェンがゼロからダウンスケールでしょう。圧力容器が、ドライウ;エ

ルの方が高くて、サプチェンがそれより低い状態から、ドライウェルの圧力は残ったまま
サプチェンがゼロになって､それに引き続いてドライウェルの圧力がどんどん落ちてきたも

水位はマイナスのままですね。炉圧も途中で変な値を出しているんで、逆に言うと、ここ
のブレークか何かによって、圧力計だとか、その辺の異常が起こったのかなと､･こんなふ

,うに思った。

○質問者圧力計が仮に故障していなかったとして、圧力がマイナスの状態というのは考
えがたい状況だというのがありますね。基本的にこれは圧力計が故障しているだろうと、．

爆発の影鵯で。‘

あと、一回退避していた人間たちが帰ってくるとき、聞いたあれだと、3月15日の.10
時か、午前中に〈GMクラスの人たちは、基本的にほとんどの人たちが帰ってき始めてい

たと聞いていて、実際に2Fに退避した人が帰ってくる、その人にお話を伺ったんですけ
れども、どのクラスの人にまず帰ってこいとかいう。

○回答者本当は私、2Fに行けと言っていないんですよ。ここがまた伝言ゲームのあれ
のところで、行くとしたら2.Fかという話をやっていて、退避をして、車を用意してとい

う話をしたら、伝言した人間は、運転手に、福島第二に行けという指示をしたんです。私
は、福島第一の近辺で、所内に関わらず、線量の低いようなところに一回退避して次の指
示を待てと言ったつもりなんですが、2Fに行ってしまいましたと言うんで、しょうがな
いなと。2Fに着いた後､連絡をして､まず･GMクラスは帰ってきてくれという話をして、

まずはGMから帰ってきてということになったわけです。

○質問者そうなんですか。そうすると、所長の頭の中では、1F周辺の線量の低いとこ
ろで、例えば、バスならバスの中で。．
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1

○回答者今、2号機があって、2号機が一番危ないわけですね｡､放射能というか、放射

線量。免震重要棟はその近くですから、ここから外れて、南側でも北側でも、線量が落ち

着いているところで一回退避してくれというつもりで言ったんですが、確かに考えてみれ

ば、みんな全面マスクしているわけです。それで何時間も退避していて、死んでしまうよ

ねとなって、よく考えれば2Fに行った方がはるかに正しいと思ったわけです。いずれに

しても2Fに行って、面を外してあれしたんだと思うんです。マスク外して。

○質問者最初にGMクラスを呼び戻しますね。それから、徐々に人は帰ってくるわけで

すけれども、それはこちらの方から、だれとだれ､悪いけれども、戻ってくれと。

○回答者線量レベルが高くなりましたけれども､著しくあれ．しているわけではないんで、

作業できる人間だと．か、バックアップできる人間は各班で戻してくれという形は班長に。

（休憩）

O回答者1号機のアイソレーションコンデンサー､ICが過去に動いたことがありますか

というお尋ねがあって、平成8年かな、1号機は、IC漏えい･のときに行った可能性がある

かもしれないと｡私は本店にいたんでよくわかりませんがと｡その後で､■とか､その
ときにいた人間に聞いたら、ICはそのとき動かしていないんで、今回がIOを動かした最

初だと。実動作と．してでずね。試運転だとやっているんですけれども、実動作として動か

したのは初めてだと言っていま､したので、多分、そっちが先だとd,

○質問者ほかの日本国内で見るとどうなんですか。

○回答者アイソレーションコンデンサーを持っているのは、うちと、敦賀の1号機です

ね。敦1も動かしたことはないと思うんです。

○質問者聞いていない。いずれにしても、ICが動いたときにどういう挙動を示すかとい

うことについては。

○回答者十分な知見がない。

○質問者ビデオを今日の午前中から確認していただいて、これまでの委員長たちがいた
ヒアリングからの流れでずbと聞いてきているんですけれども､まず、HPCIとRCICと

IO，初動のときの起動状況とか、起動可能状況と言った方がいいのか、要するに、1号機

はIOが動いていると。まず最初、地震直後ですね。2，3号機はRCICが動いていると

いうところから入ったわけですね｡津波が来て､どうだったかとい,うふうになってみると、

把握としては、2号機、3号機は変わらず、1号機のICも含めて、いずれも起動してい

て、HPCIについては､･3号機は使えるけれども、2号機)1号機はちょっと使えないと
いう状況になっているという感じなんですね。いずれにしても、生きているICとか、HP

CI,3号機はHPCIと･RCICで、2号機はRCIOで､それが起動している間に次の手を準
ノ●

傭していて、水を入れるということをしよう．と。それに併せて、今回のあれで言う.と、格

納容器を守るためにベントのラインも併せてということは、かなり早い段階からずづとそ

れを目指してやっていたということになるわけですね。

あとは、アクシデントマネージメントにいろいろ書いてあったものですね。昨日、ちよ

●｡

I

57



つと確認していたところの、幾つか新たに備えた機能がありますけれども、基本的に電源

がないとか、そういうことで、結局､､使えるところで考えると、DDFPは電源力櫻らない

からとb{うことで、あとは2Cのところの電源を復旧させたら何が使えるのかというとこ

ろでやってみたら、SLCとかORDとかが使えるところもあるというところで、それぞれ

の作業を中心にしてやっておられたということですね。

まず《･これは人によって話がごちゃごちゃになっていたので確認なんですけれども、1

号機に関して言うと、1号機はSR弁を開いて減圧操作をするということはされていない

んですね。

○回答者少なくとも私は指示しておりません。

;○質問者やったのは、結局、2号機と3号機ということですね。・．

○回答者そうです。．

.、’○質問者あと、これは今日のお話になると思うんですけれども、官邸から直接何か連絡

・があったという最初は、武黒さんはあると思うんですけれども､､武黒さん以外に､東電以

外で.ということになると、これは細野さんということになるんですか。

○回答者細野さんです。

○質問者それは1号機の爆発後。

○回答者1号機の爆発後であることは確かです。．

○質問者それが3月i4日までの間の、3号機爆発前の間のどこかというと､はっきり
.i

しないということですね。

○回答者いまひとつはっきりしない。

○質問者最初に話をしたとき.のお話の内容と･かは覚えていますか。

○回答者それは結構覚えていまして、それもややこしかった。うちの人間が仲介して、

細野さんの秘書官の方につないで、そこから．、その電話を持って細野さんのところへ行つ
．て､,細野さんから電話がありまして､、補佐官の細野といいます、今回の福島の事故に対し

01

ノて首相の補佐をしておりますのでという挨拶があって、これからいろんなことで現場の状

況を直接お聞きしないと｡いけないというのは、そのときにおっしゃった。1号機の爆発が

官邸に上がったのが非常に遅れて、東電からも遅れたし、保安院から･も遅れたと‘ある意

味でそこの情報の伝達に信用がならぬみたいなお話があって、こういう状況なんで、なる

べく現場の状況を直接知りたいから、所長とホットラインではないですけれども、ライン

を結んでおきたいと。何かあれば私に言ってくださいと。何か尋ねることがあれば、そう

いうところは砿認しますと。ここを言っていいかどうかわかりませんが、このことについ

ては内密にみたいな感じでおつしや.いました。要するに、余りべらべらしゃべるなという

ことだと思うんですけれども、そういうこ､とをおっしゃって、お願いしますということが

最初あって、そのときに向こうの携帯番号と,、秘書官の携帯番号と両方教えてもらって、
何かあったらこちらに電話してくださいと言われました。．

○質問者そのときは、具体的にやる個別の原子炉の状態がどうだこうだみたいな話では
fざ
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ないんですか。

○回答者最初はなかったです。ラインをつなぎますから、何かあったらというのが最初

だった。

○質問者例えば、3月.14日ぐらいになると、未明から明け方にかけて、3号機の状態

が、ドライウェル圧力が500とか、そういう状況がずっと続いて、退避命令をかけて、一

回現場で作業している人を引き上げさせるとか、そういう状況になって、さっきも確認し

ていただきましたけれども、NHKの報道が流れるとイストップをかけていたのが流れる

と、そういうようなことの話などは、その場では出ていない。

○回答者その場で出ていないですけれども§多分ふその前に連絡があった。退避すると

き・に、向こうからかかってきたのか、.こっちから言ったのかわかりませんが、状況報告は

したような記憶はあるんですよ。

○質問者現場の状況ということで。

○回答者現場の状況ですね。さつき危機的な状況ですと私は言っていま.したけれども､・

あの前後で、こちらがちょっとトランジェントで、3号機でおかしい状態になっています

ので、一応、御一報しておきますぐらいのことは言ったような、今、思い出してみますと

ね。そんな、ぽやっとですけれども．、そんな記憶もなきにしもあらず。傍証がなくて申し

訳ないんですが。

○質問者基本的に、さっきのお話だと、初期のころ、事態がどん.どん変わっていくよう

なころというのは、何か事態に大きく変化があったときとか、そういうときは､.向こうか

ら確認をしてきたり､,こちらから報告したりということは、細野さんに対してはさ:れてい

たんですかね。

○回答者どこからスタートしたかわかりませんけれども、ある程度、現場が急変したり

とかいうときは、テレビ会議をやっている、報告した後で、こんなことが.ありますからと

いうことは言っていたような気がします。．

○質問者通常、正規のラインだと、それはどうい､うことなんですか。

○回答者これは当然、本店の本部で共有したものを、本来であれば、さっきの話で電話

をつないでいますと言っていましたけれども、ああいう形で官邸にいる担当者、保安院に

いる担当者に情報がダイレクト･に入って、それが向こうへ共有されるというのが普通の状

況です。多分、1号機の爆発のとき、そこのシステムがまだうまく働いていなくて、こっ

ちから本店に言ったんだけれども、本店からの連絡が遅れたのか、どうしたかわかりませ
んが、そんなところで時間がかかっていたということがあったと思うんです。．

○質問者今、思い出したんですけれども、テレビ会議の最初のところに、タケグロさん
が3月12日の22時59分の、これは23時と書いてあるんですね｡最初のところですけれ

．ども、ないですか。最初のものを出してもらえますか。かなり長々 と、､愚痴から入って。

武黒さんはずっとこうやって演説のようにされているんですか。．

○回答者ほとんど覚えていない。

ｉ 、
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○質問者覚えていないですか。では、なぜこういうようなことをいきなり武黒さんが言

われたかというのも。､

○回答者．わからないな。12日の22時。12日というのは、爆発した後ですね。1号の爆

発した後ですね。

○質問者では、スタート。

（録画部分）

「大体、首相補佐官とかく副長官みたいな人が事前の仕切りをするんですね。御承知のよ

うに、大変、民主党政権は若い人たちがそういう役になっていますから､.非常に優秀な人

たちだとは思いますけれども、視野は勿論、それなりに広さがあるんだけれども、十分な

奥行きという･か､ためというかいう感じがどうかなというのは､正直なところ、あります。

ですから、非常に皆さん、独特の雰囲気なのかなと。『イラ菅』という言葉があるけれど

も、とにかくよく怒るんだよね｡私も6～7回どつかれましたけれども､あれから比べて、

吉田君のどつきなんていうのはかわいいものだなと思います。

では、どんな判断の仕方をするかというと、昨日も.退避、避難の区域を決めたときに、

最初は菅さんとかがあらわれて、どうすればいいんだ、どうするんだと言うわけですね。

私と斑目さんどで説明すると、どういう根拠なんだ、何かあっても大丈夫だと言えるのか

というのはさんざん、ぎゃあぎゃあ言うわけです。多少揺れたりするんですけれども、結

局のところ、何もやらないよりはいいかというんで、31皿の範囲になって、夜になったら

10kmになり､･今日ほ20.kmということですけれども、'考える軸が違うというか、スタンス

が違って､それなりに合理的にものを考えるとこうでしょうということに対して､それが
持っている不確実さや危うさみたいなことをすごく意識して､｡もしそれで違っていたらど

うするんだというよ･うなことで（.．，）こういう感じで大体、物事が決まるという状況

ですね。

ですから、今回、皆さんが非常に熱心に対応して、海水を入れましょうとか、昨日のベ

ントをしましょうとか､避難区域を決定しましょうということで、その方針について、私
が官邸に行って、官邸の状況などを踏まえながら、それから、私が得ている状況の中'で、

斑目さんなどと調整しながら言っていることと、本部や幹部の皆さんと認識や方向がずれ
なくて済んだなと思っているのは､多分､皆さんの方が非常によく考えて､そういった取
り組みをかなり懐深くやっていただいているせいだろうなと思います。

そういう点では、今回も最後に海水を入れるという思い切った判断で、一方、逆に水素

ガス爆発が結果的には起きたということと、この2つが大変、今回の件では大きい、重た

いことかなというふうに思います｡、このことについて、またいずれ、もう少し時間がたっ

て、調査本部の対応みたいなところから、もうちょっと中長期的にものを考えるといった

ときには、是非、改めて議論をしていただいて、この議論みたいなことについて、皆さん

でよ.く考えた防災なり、日ごろのリスク管理なり、エンジニアリングなりに生かしていつ

９
‐
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ていただければなと思います。、

そんなこ．とで、今回は図らずもいろんな、政府でも、日ごろと違う官邸の（・‘・いろ

んな政治家といろいろどおつき合いをさせてもらいましたけれども、事業者としてのもの

の考えみたいなこ‘とをどれほどまでに相手から見て理解しやすいというか、受け入れやす

い、あるいは説得される、説得できるようなものを使うというところは、‘それぞれ一筋縄

ではいかないんだけれども、今回、大きな、官邸という、非常に閉ざされたところで、余

り情報が十分伝わらない中で考えることと､こちらで皆さんが考えていることに余り大き
な違和感を私は感じないで済んだということについては､．改めて大変助かったなと思いま

すし、皆さんもいろいろと受け入れていただいたこと．に感謝したいと思います。

同時に、極めて隔離されて､｡ほとんど情報も入らなiい、今日も3時半に爆発があったと

いうのは、5時半に菅さんの執務室のテレビを見て､びっくりしたとか、ここら辺は、も

う少し今後のことを考えると、うまい連携の仕方をしないとかつこ悪いなというのがあり
00

ます。

今後はまた個別にもお願いをしておこうかと思いますが、地震対応ということを考えて

いると、ああいうことがどれほど全体として問題意識の中に浮かび上がった形で理解され

て、情報共有なり、対応なりができるかというのは、改めて意識（．，．）というふうに

思います。ということで、大変冗長ですけれども、私の今回の（，..）大変皆さんにと

っても、あの大きな大きな地震で、会社にとっては大変大きな重荷を抱えてこれからまた
取り組んでいかなければいけないものですけれども、その荷の重さに負けないで､．どうあ

るべきかということをいつも考えながらやっていかなければと思いますので､一層の皆さ
んの御活躍を期待しています。‘ありがとうございました。」

「官邸との連絡は、反省するところもあったし、それから、さっき保安院長から情報が余

り来ないというコメントがあったんで、情報の在り方は明日、少し改善しましょうか」

「問題提起していいですか」

「吉田所長、どうぞ」

「今、我々 プラント（・・･)言っているし、勿論、（・・・）官邸というところにある
んですけれ.ども、今、避難している人たちの中からものすごく不満があって、東京電力が

説明.しに来ないというか、いつまでこんな生活が続くんだと、こういうような御不満が多

出々ているようで､なかなかそれに答え切れていないなど｡今後のことを考えると､多分、
ものすごい我々 、今回のことで鼻つまみ者になうてしまうわけですけれども、このタイ

ミングで手を打っておかないと、ますますという感じがしていて、ただ、そこに余り人は

割けないというところが今､非常に困ったなと思っているんで、そういうところがある.」

「それは考えてはいるんですが、立地地区の方と、それから、サイトの広報と相談させて

もらって対応を決めたいと思うんです」

「ただくサイトの広報はどっちかというと、県と町と役所対応というか､･プレス対応で目

．いっぱいになっていて、ながなか地域住民のところに行く余裕がない」
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,「行くのは本店で行くにしても、どこへ行っていいかわからないから、やはりそれは現場

に聞かないとと思ってですね」

吻論、それぐらいのことはや．りますけれども、とてもではないけれども、今のこのメン

バーでなかなかできないところがある」‘

「立地地区と相談しますよ」

｢今のことに関連して、昨日から斑目さんと暇なときにしゃべっていたんですが、今回、

地震・津波というか、東電の発電所のことで、大変多くの人に不自由な避難生活を強い．る

ということにもなったわけなんで、我々 として今後の、先ほどいろいろ議論があった取組

み、あるいIまシナリオ、.いろんなことの中に、こうした不自由な避難生活をしている人た

ちの立場というか、避難生活をどういうふうにしたら早く終わらせることができるかと6

どういう条件をつくっていくことが必要かということも視野に入れておいて、その条件づ

くり、あるいは環境づくりをなるたけ迅速に進めていくということも必要ではないかと思
いました』

.○質問者ここでちょっと切って。今、ざっと初期のころの、初期と言っても、1号機爆

発後の話なんですが、まず、ごこの中で武黒さんがいろいろと雑感みたいなものを述べて

おります。

○回答者冗長に。

○質問者述べられているんで我けれども、まず、何でこんな長々 とここで武黒さんがお

っしゃっておられたのか。そういう機会を設けたんですかね。

○回答者武黒さんに後で聞いた話ですよ｡.このときの印象は余りないんですけれども、

後でお聞きしたときに、要は、地震が始まって、武黒はフェローという立場で、武藤がオ
フサイトセンターということで、官邸にだれか行ってくれということで《会長に指名され

たのかく社長に指名されたのか知りませんけれども、行ったらしいんです。とりあえず御

用聞きみたいな形で行って§帰ろうとしたら、また呼び止められて、結局、ずっと、11，

12日と官邸に箱詰めというか、そういう状態になった。

○質問者最初はずっと詰めている'という予定ではなかったんですか。

○回答者なかったんです｡.一回帰ろうとしたのが、また呼び止められて戻って･いったと

か､本人が言っていました｡.その間､ずっと菅さんに対応したり､細野さんはどうかわか
りません、私はそこはわかりませんけれども、やっと落ち着いて帰って来たのがここだっ

と思うんです。一回、本店に､､本部にですね。そこでいろいろと官邸との間で意思疎通の

問題があったりしたことについて、自分の感想だとかを述べたということだったと思いま

す。

○質問者何でこれが出てきたかというと、要するに、1号機爆発のとき、武黒さんなど

が書いてあるのが、3時半に爆発があって、5時半にテレビを見て知ったとか、先ほど細
野さんが情報伝達の遅れみたいな、そういうことを言っていた根拠となるようなところが
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垣間見えてきて、あと、保安院長から情報が余り来ないというコメントがあったり、最初

のころは現場対応と、どうするかというところで、どうしてもそっちに目が行くと思うん‘

ですね。特に現場においては当然そうだと思うし、本店の方も初めての経験ですから、そ

っちの方に行っズ、あっ、これ忘れた、これ忘れた、どうして．も後追い、後追いというの

で､別なところから、あれどうなっているんだと言われて、ああ｛そうだと言ってやると

かいうことは、どうしても1つ､2つ、完壁には多分できないと思うんですね。それがどん

どん積み重なっていって､こういうような御発言になるのかなという感じもするんですが、

今、一連の中で、基本的には本店が対官庁、対官邸との関係をどういうふうにしてスムー

ズにしていくかというところで､現場サイドからすると余り関係のない話になるんですね。

現場と本店が密になっていれば、現場としては役割を果たしているわけですね。

○回答者ですから、テレビ会議をしていますから、そこら辺｡

○質問者だから、そこは幸いにしてテレビ会議には特に機能に支障はなかったという状
況なんですね.

あと、ここでもう一つ、吉田所長から問題提起がされていて、避難されている方の生活

というところをおっしゃってお．られるんですね。要するに、ここで避難を強いられている

方々が不満がたまっていって、東電が何も言ってこないということから、更に不満がうっ

積していくと、今後の発電所の立場がどんどん孤立するということになっていくので、･理

解を少しでも得られるようにきちんと対応すべきではないかというような示唆をされてお

られるんですが、これはいつごろからそういうふうに。

○回答者避難された方がいろんな避難場所に行かれて､.勿論、うちの社員も避難した中

におりますから、たまたまそこに行って、何かサポート､していた人間が免震重要棟に帰っ

てきて。

○質問者東電の社員。

○回答者・東電の社員6所長、ちょっと話があるんですけれどもということがあって、そ

のときに、行ったら、避難されている方の不平不満というか、全然状況がわからないと言

っていますよという話があったんで、これはいかんなと思って、ただ{･広報にどうなって

いるんだと、発電所の中の広報の人間に、ちゃんと密にやっているのかと言っているんだ

けれども、結局､広報も除染だとかの対応に入っていませんし、防災体制ですね。いる人

間はどちらかというと,官庁だどか、連絡だとか、それでこんなになっている状態で、とて

も出ていって地域住民に説明するような状況にないということがあって、これは発電所で

できないから、だれかにやっても．らうしかないんで、そこは本店頼みますよと、一言で言

うと、そういうことをお願いし･ているということです6

○質問者これは確かに非常に重要なことだと思うんですけれども、その後、どう漆つた

んですか。

○回答者その後、労務で地域支援室ができたんですが、その前に地域部というところが

一応、広報の出せる人間、福島第二から出せる人間、あるいは本店からの人間で、い．ろん
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な避難所の世話をする人間を決めまして、それを出して、そこで一応、住民に対して説明

だとかできる.ような体制はつくったんです｡,.ちょっと時間はたっていますけれども。

○質問者時間がたっているとい･うのは、1号機、2号機、3号機などの、次から次に事

象が進展して。

○回答者このときには、なかなかそこまで手が回っていなかったんですね。

○質問者もうちょっと後になりますね。

○回答者避難する方も、最初、31mと言われて、避難場所がどんどん変わっていってい

ますから、最初の1週間ぐらい、ぱたぱたしたところで、なかなか対応できていなかった

んではないかと思うんです。私も免震重要棟の中にしかいませんから。

○質問者今、ちょっとお話が出たついでなんですけれども､本部要員というのは女性の

方は入っていないんですか。

○回答者基本的には中には入っているんですけれども、今回のよ・うな、放射能が出て、

放射線ということになりますと、なかなか残せない状況があって。ただ、何人か出てきて

く.れているんですが、その人たちが女性で内部被曝をしたということで、最抓新聞でた

たかれた｡新聞でというより、厚生労働省ですね。彼女たちは、免震重要棟の中でものす

ごく重要な役割をしていたんです。いずれにしても、被曝してからは女性は勿論入れない

と。

○質問者平時は女性の方も勤務されていますね｡この方々 はもう異動になったんですか。

○回答者・その後、駐在という形で、人によっ･てなんですけれども、福島県地域支援室で

したか、そこが組織としててきて。

○質問者東電の中にですか。

○回答者東電の中に。

○質問者それは本店にできたんですか。，‘・

○回答者正式に言うと本店組織なんですね。そこに、まずは駐在で行って、いろいろお

手伝いしていて、7月に正式に辞令を出して（・‘，）

○質問者では､現場に戻ってきて､もとあった所属のところでということはしていない。

○回答者していない。女性の場合はですね。

○質問者例えば､第一保全部の中に入っていたく保全部の人などは現場で作業をばんば

んやらなければいけないような人たちですね｡もともとは保全部にいた人も、地震・津波

の蝋避難をされて、そのままそういうところで働かれてということになるんですか。

○回答者それはパターンが幾つかあって、福島第二の安定化センターというのができま

したので、あそこに所属して、ある程度技術的な仕事をそこでしてくれるような人もいま

すし、もっとインフラというか、食事だとか何だとか、そういうところの仕事をしてくれ

ている人もいて、千差万別なんです。中には、地域支援室に行って、避難民の方のお世話

だとかをしている人もいる。

○質問者．その辺の世話とかというのは、国や自治体などと連携してやっている。東電だ
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○回答者ではないです。私はこっちにずっといるんで、あそこの中はどんなお仕事をし

ているか、よくわかりません。

．○質問者あと、1号機が爆発後、このころというのはまだ、今後、どういう進展、1号

機も含めて、2号機、3号機なども、ど風いう事象が出てくるのかよくわからないという

状況で、それが何日で収束するのか、とにかく1号機はこうやって爆発してしまったしと

いう、この状況の中で､今後の体制というか、1つは､今でこそという話かもしれないん

ですが、人が線量などが増せば､1号機の経験を踏まえると、1号機のときの経験という

のは、結局、ベントを開けるときも、当直班の人たちが2人1組で3斑体制みたいな、そ

ういうことで、1回行って帰って来て、また1回行って帰って来てみたいので開け.られな

かった、そういうような、非常に苦しい経験を踏まえての'2日の夜だと思うんです。そ

うすると、今後、そうい‘う事象が生じたときに、人が足りないと。そうしたら、そういう

ときにはどこからそういう人員を出すとか､あるいは圧倒的に物賓が少ないわけですから、

物資関係についてはど.こから調達をするとか、その辺りのところは、12日の夜の段階はそ

ういう話などはされているんですね。

○回答者していますよ。もっと前々 からしていると思います。

○質問者11日の夜とかには、もう人がいない。

○回答者要するに、これから先、極めて緊急事態で、今、発電所はこれだけしかいない

し、線量が増えてきたのは11‘日の夜からですし、ああいう状況を見ていますから、単純

に言うと、放射線管理をする人間がもうパンクして｡しまっているわけです。汚染区域に入

って帰ってくるのをサーベイするだとか、まずは必要なのはそういうサーベイマンが必要

だし、それから、実際に現場で操作するのは運転員なんですけれども、これはまだ呼び集

めていない運転員がいましたから、それをどうにかするかとか、あとは物資はずっと言い

続けていますけれども、水とガソリンと軽油、これは必須で早く欲しいし、消防車も欲し

いと、ずっと言い続けていました。

○質問者電源なども。

O回答者、勿論、電源車、バッテリーもですね。

○質問者恐らく、そのオーダーを受けた側、あるいはオーダーを受けて発注して、その

発注を受けた側の方々 からして･も､すぐに行きたいんだけれども､なか喉か交通事情とか、

聞いてみると、‘私、南明興産の方に、柏崎から1Fに来るときの道中のことをお聞きした

んですけれども、出た瞬間、雪がわあっと降っていて、そこに消防車が行列のよう・になっ

ていて、要するに、いろいろなところに行かなければいけない。1Fだけではなくて、い

ろんな被災地などがあって、それが全国から東北を目指して行っているんで、大渋滞でと

いうことなんで、なかなかそういうところがあるんでしょうね．向こう側の都合もあるん

でしょうけれども、詳しい情報は、言葉で聞いても、実際に見ていないから、現場の方と

しても早く来い、早く来いという状況ですね。そういう状況の中で、いろいろ見ると、1

66,



1

号機のときもそうだったんですけれども、1つ、例えば、医療というんですかね、医師の

手配というんですか、そういうものはお願いとかされましたか。

○回答者お願いしました。医師に関して言うと、福島第二にうちの委託の先生がいらっ

しゃって、何かあったら福島第二に行って、その先生に診てもらうということで、当座は
それでしのいでいって、そのうちにJヴイレッジに医療設備といいますか、もともとJヴ

イレッジに医療棟があって、そこに先生を常駐させるというのが結構早い段階ででき上が

づた。､それから、オフサイトセンターが本来、医療関係のミッションでやるんで、最初、

そこにもそういう方がいらっしゃったと思うんです。：

○質問者．オフサイトセンターはそういう役割なんですか｡

○回答者勿論あります。緊急被曝だとか、そういうことも想定,していますから、スタッ

フの中に医療関係の人も入っているという形になっていた｡:'私たちの記憶では、放射線医

学研究所の先生が最初からいらっしゃったと思うんです。それはオフサイトセンターの人

間に確認してもらえればいいんですけれども。

○質問者2Fのおられた先生、今風3号機とかが爆発を起こしたときにけがをされた
方がいますね。線量の問題もそうですけれども、外科的な手当てが必要だと。

○回答者外科はそこの先生は無理です。診察して、Jヴイレッジの診療班に持っていつ．

たり、もしくは病院にということで、今でこそJヴイ．レッジが中核で、けがした人は磐城

共立病院だとかに送る段取りが整っているんですが､当初は非常にひどくて、うちの■■
運転員もヒアリングされたかどうかわかりませんが、彼は1号機の爆発で左腕を折ったん

です｡彼はその後､悲惨な思いをして東京に帰ったんです。2日間ぐらいかけてヒッチハ
イクしたり。汚染し;ていますから、服を全部はぎ取られて、寒い中を下着1枚で歩いてい

くとか、そういういい物語があるから書いてくれと言って、メモはつくらせていますけれ

ども。

○質問者それは病院に行かれた後ですか。

○回答者たらい回しなんです｡それはオフサイトセンターかどうかわからないけれども、
運んで、そうしたら、大野病院に行けと言われて、大野病院も先生がいなくて、もぬけの

殻で､郡山に行けと言って､郡山に連れていったら､本当Iま（.．〃）がついていないと
いけないんですが、一人でほったらかされて、郡山に行って病院に行ったんだけれども、

そこで応急手当てはしてもらったんですけれども〈被曝したり、汚染しているんで、受け

入れられないみたいなことになって、福島県で一泊して、そのときに服をはぎ取られたん

です。下着1枚で夜道を歩いて、しまむらという衣料品店ありますね。そこのおっさんが
余りにもかわいそうだというのでジャンパーと何か恵んでくれて、家族とたまたま連絡が

ついて、福島空港から東京に切符を手配してもらって、その切符で東京に戻ってきて、そ
れから東電病院へ行って､東電病院に行ったら､今度は放医研へ行けと言われて､東電病
院というのは冷たい病院だなとつくづく思いました。いずれにしてもそんなんで、骨を折
れたままですよ。そんな状態になって、私は全然そのときは知らなかったでず。

1
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○質問者手当てはされたんですか。

○回答者応急手当てをするまでに時間がかかったですから、血を出しながら、こんなに

なりながら。彼.の話を聞いてもらえば、当初.はどれぐらいひどい状態だったか｡.。

○質問者菌さんは､その後はまた現場に。
○回答者東京に行きまして.、東京で治療して、復帰して、東京でしばらく仕事をしても．

らづて、今は安定化センターということで、こっちに帰ってきています。

○質問者今は元の、遜色なく。

○回答者腕もそれなりに復帰して、普通にやっていますけれども、精神的にはかな‘り大

変だったと思います。

○質問者それも、1つは、当然みんな避難しているから、周りにお医者さんもいないわ

けですね。！

○回答者いないですd

o質問者その後、3号機とかが爆発されたときも負傷された方がおられますね。そうい

う方々は。’

○回答者3号機ぐらいから、負傷した人をまず2Fに送って、2FからJ.ヴイレツジに．

戻っていって、そこから病院に運んだとかいうような体制が整づてきたのが、やっと3日

後ぐらい。14日ぐらいですね。だから、12日ぐ･らい.はまだそこも全然§だれがどういう

責任で何をやるなどというのは全然明確ではないですから。彼らはある意味でものすごい

被害者だと思います。

○質問者そうですね。自衛消防隊の隊長をやら:れていた人ですね。

もう時間もあれなので、今日、4回目という．ことになるんですけれども、一応、一通り

ざっと､｡全部で20時間近くになりますけれども、おつき合いいただいて、思い．出した式．

ないことも思い出していただいて、いろいろとお話を聞かせていただいて、どうもありが

とうございます。今後、こちらは、特に私なんですけれども、本店の方だとか、あるいは

国の方の人間にお話を伺う中で、場合によっては所長のお話を裏づけというか、その人た

ちが真実をお話ししていただいているのかどうかを見極めるために、所長にもお話を打ち

返して聞かなくてはならない場合が出てくるかもしれないですけれども、その場合、東電

を通じて、本店の方からお願いすることになるかもしれないんですけれど.も°．

.○回答者結構でございますので、いつでも遠慮なく。

○質問者・済みません。また引き続き御協力よろしくお願いします。あと、多くの部下、

職員の方々に;この調査に協力させていただいて、非常にこちらも助かっておりますので、

また引き続き､こちらもなるべく今の作業に支障がないような形でできるように加減した

いと思いますので、済みませんが、よろしくお願いします。

○回答者こちらこそ、本当に協力させていただきます。

○質問者では、一応、一通り、一旦、これで終わりということにしますので。

.○回答者わかりました。．
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○質問者どうもありがとうございまし.た。
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o回答着どうもありがとうございました｡．
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